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黒田 チカーノの来た道

チ ガ ー ノ の 来 た 道

その歴史的経緯

黒 田 悦 子*

Major Aspects of Chicano History

Etsuko KURODA

   Some historical publications during the 1970-80's have 
brought a great quantity of new knowledge and value-free 
viewpoints to the still embryonic Chicano studies. With these 
contributions in mind, the author presents major aspects of 
Chicano history, a completely new subject in Japan. 

   The first chapter delineates the processes by which Mexicans 

came to be categorized as an ethnic  people: 1) Spanish and 
Mexican periods, 1540-1848; 2) confrontation with Anglos, 

 mid-19th century to 20th century; and 3) increase of Mexican 
immigrants and their protest movements, 20th century to 1950. 

   The second chapter describes the movements promoted by 
four political leaders in the  1960's:  Cesar Chavez, Corky  Gonzales, 

 Jose Angel  Gutierres, and Reies Tijerina. Emphasis is given to 
the reporting and interpretation of the political upheaval of 
Tijerina and the Alianza in New Mexico, where the author 
carried out fieldwork in the 1970's. 

   The third chapter provides up-to-date facts on the alliance 
of the hispanics, since the author takes the view that this new 
alliance is a form of sublimating Chicano power.
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は じ め に

　 チ カ ー ノ も し くは メ キ シ コ系 ア メ リカ人 と い う言 葉 は 日本 で は 未 だ 時 折 しか 使 わ れ

て い な い 。 私 の み る と こ ろ,新 聞 に合 衆 国の サ ンベ ル トの 経済 状 況 に つ い て の記 事 が

載 る時,日 本 の 政 治 家 の 無 責 任 な 発言 が合 衆 国 の 民 族 集 団 の 反 発 を 買 って 社 会 問 題 と

な り報 道 され る時,そ ん な 折 に マ ス ・メ デ ィアに 乗 って 使 わ れ る ぐらい か と思 わ れ る。

そ れ で は,こ の チ カ ー ノ と よ ばれ る人 々の こ とが 研 究 者 に よ り詳 し く紹 介 され て い る

か と思 って 調 べ て み る と,そ うで もな い。 ア メ リカ史 に関 す る書 物 の な か で軽 く言 及

され る こ とが 多 く,必 ず しもチ カ ーノの 存 在 が 正 確 に 伝 え られ て い る とは 思 え な い場

合 もあ る。

　 も っ と も合 衆 国に おい て も チ カ ー ノに つ い て は1970-80年 代 に や っと 確 実 な 文 献 が

出始 めた とい うの が 現 実 で あ り,極 め て新 しい研 究 分 野 とい え よ う。 私 は1976年 と

1979年 の 夏 か ら秋 に か け て各 々3か 月 余 りニ ュ ー メ キ シ コ州 を 中心 に して チ カ ーノ を

調 査 し,そ の 後,報 告 書 を発 表 して きた が,1980年 代 に 入 って 幾 つ か の 良質 な 歴史 書

が 出版 され て 初 めて チ カ ー ノの全 体 像 が理 解 で きる よ うに な った の で,本 稿 で チ カ ー

ノの 歴 史 に つ い て 概 説 を 試 み る こ とに した 。な お,最 初 に こ とわ って お くが,「 チ カ ー

ノ」 は ス ペ イ ン語 読 み で は 「チ カ ノ」 と短 く書 くべ きか も しれ ない が,英 語 読 み で は

「チ カ ー ノ」 と音 引 きで 発 音 され るので,私 は英 語 に よ る発 音 の 表 記 を 採 った 。 元 々,

英 語 圏 か ら出 て きた 用語 で あ る か らで あ る。

　 さて,ア メ リカ合 衆 国 に お い て は チ カ ー ノは 統 計 や エス ニ ック関係 辞典 で は メ キ シ

コ系 ア メ リカ人 と記 され,黒 人 に次 ぐ人 口 を擁 す る大 きな 民 族 集 団 で あ り,今 や 無視

しえ な い存 在 で あ る。 ちな み に,黒 人 の人 口 は約2700万 人 で,合 衆 国 総 人 口 の12パ ー

セ ン トを 占 め、 最 大 の 民族 集 団 で あ る。 第 二 番 目の メ キ シコ系 ア メ リカ人 は 約870万

人 で,総 人 口の3.8パ ー セ ン トを 占 め て い る[VIGIL　 1987:2-3]。 さ らに,不 法入

国 者 が 少 な くと も100万 人 は い る とされ て い るの で[MooRE　 1970:50],メ キ シ コ

系 の 人 々の 実数 は公 式 発 表 を ず っ と上 まわ る。 それ で も黒 人 に くらべ て 率 が少 な く,

身 体 上 の 特 徴 か らそ れ と気 が つ く こ とが少 な いの だが,合 衆 国 の 南 西 部諸 州 に行 くと,

頻 繁 に メ キ シ コ系 ア メ リカ人 に 会 うはず で あ る。 とい うの は,こ の 人 々の90パ ーセ ン

トが カ リフ ォル ニ ア,ア リゾナ,ニ ュー メ キ シ コ,コ ロ ラ ド,テ キサ ス 州 に 住 んで い

るか らで あ る。 な お,残 りの 人 口は 中 西 部 や 北 西 部 に住 んで い る[CORTEs　 l980:

699]。

　 チ カ ー ノ とは 後 に の べ る よ うに,メ キ シ コ系 ア メ リカ人 の 政 治 的 ア イデ ンテ ィテ ィ
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を 表 わ す 用語 で あ り,現 実 に は各 州 で 異 な った 呼 び 名 が使 わ れ て い る。 ニ ュー メ キ シ

コ州 北部 と コ ロ ラ ド州 南 部 で は ス ペ イ ン系 ア メ リカ人 か イス パ ー ノ(ス ペ イ ン系 の 人),

テ キサ ス 州 で は テハ ー ノ　(テ キサ ス の 人),ラ テ ィノ　(ラ テ ン人),ラ テ ンア メ リカ

ン,ア リゾ ナ州 や コロ ラ ド州 東 部 や 中西 部 や太 平 洋岸 の北 西 部 の一 部 で は メ キ シカ ン

と よ ばれ て い る[CoRTEs　 1980:697]。 この よ うに 呼称 は異 な るが,ほ とん どの 人

が 自 らを メ キ シ コ系 だ と考 え て お り,ニ ュ ー メ キ シ コ州 北 部 と コ ロ ラ ド州 南 部 の 一 部

の 人 だ けが ス ペ イ ン系 とい う呼称 に こだ わ る。 メ キ シ コ系 の 人 々は ス ペ イ ン系 の 存在

を 無 視 しが ちで あ る が,私 は その 存 在 を 認 め るべ きだ とい う立 場 に あ る。 た しか に,

ス ペ イ ン系 の 人 口 は メ キ シ コ系 に くらべ て少 数 で,80万 程 に す ぎ な い が[SWADESH

1980:950],現 実 に 自 らが ス ペ イ ン系 だ とす る人 々が い る限 り無 視 す る わ け に は いか

な い。 自 らの ア イ デ ンテ ィテ ィ こそ が各 人 の 帰 属 を 最 終 的 に決 め る要 因 で あ る し,ニ

ュー メ キ シ コ州 北 部 と コ ロ ラ ド州 南 部 で は ス ペ イ ン系 の 人 々が メ キ シ コ系 と異 な って

くる社 会 経 済 状 況 が あ った,と 考 え られ るの で あ る。 それ につ いて は 第一 章 と第 二 章

で ふ れ た い。

　 チ カ ー ノに相 対 す る 民族 呼称 は ア ング ロで あ る。 この 呼 称 は南 西 部諸 州 で普 及 して

お り,主 と して メ キ シ コ系 の 人 々 が 白 人系 の ア メ リカ人 に言 及 す る場 合 に 使 わ れ る。

批 判 的 な 意 味 が こめ られ て お り,白 人系 ア メ リカ人 の なか に は,こ の言 葉 こそ逆 差 別

用 語 で あ る と指 摘 す る人 が 多 い 。 そ れ に,白 人 系 の ア メ リカ人 と い って も,種 々な民

族 的 背 景 が あ り,ア ング ロ とよ べ な い 入 も多 い ので あ る。 そ ん なわ けで,私 は 「ア ン

グ ロ」 と い う言 葉 を 使 うの にた め らい を覚 え るが,現 地 で よ く使 用 され る 用語 なの で

採 用 す る こ とに した 。

　 上 記 の よ うな約 束 事 を前 提 に して,以 下 に 続 く3つ の 章 で チ カ ーノ の 辿 って きた道

を概 説 した い。 第 一 章 で は 時 代 順 に 各 州 で この 人 々が少 数 民族 集 団 に な った過 程 を 追

つて み よ う。 第 二 章 で は チ カ ー ノの 歴 史 上 画 期 的 な 事 柄 で あ った1960年 代 の復 権 運 動

の諸 相 を報 告 した い。 第 三 章 で ヒス パ ニ ック(ス ペ イ ン語 を 話 す 各 種 民族 集 団 の人 々)

の 政 治 的動 向 を扱 った の は,そ れ が 第 二 章 で 紹 介 した1960年 代 の チ カ ー ノの 復 権 運 動

を 止揚 す る動 きの 一 つ で あ る と私 は判 断 して い るか らで あ る。 中 曽根 康 弘元 首 相 の不

用 意 な 発言 に 対 して ヒスパ ニ ックが 抗 議 した 事 件 が1986年 に 起 こ って お り[朝 日新 聞

1986:9月24日,27日,10月4日],そ れ を 契 機 に ヒス パ ニ ックの 名 が我 が国 で も知

られ る よ うに な った の で,こ の 集 団 とチ カ ーノ との 関係 に つ い て言 及 して お きた い と

思 った か らで も あ る。
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1.民 族 集団化への過程

　 合衆国には少なくとも106の 民族集団が存在 していると 『アメリカの民族集団一

ハーヴァー ド百科辞典』の編集者達はみな しているが[THERNsTRoM　 1980],そ の

内でインディアンとメキシコ系アメリカ人は単なる移民集団でない点で共通性がある。

インディアンはアメリカ大陸の原住民であり,こ の地に対する先住権を主張 し,後 続

のメキシコ系とアングロ系アメ リカ人(以 下,ア ングロと略す)を 批判で きる立場に

ある。メキシコ系の人々は先住のインディアンに対 しては加害者であったが,ア ング

ロとの関係では被害者であった。彼等にとって,合 衆国の南西部は1821年 まではスペ

イン領,1848年 まではメキシコ領であり,自 分達の国の領土であった土地が合衆国に

より占領された,と いう意識がある。 ところが,ア ングロにとっては,西 部は自分達

が開拓 した土地なのである。 このように,三 民族集団の立場は互いに異なるので,西

部の歴史は三者三様の書 き方がで きるだろう。

　 アングロの歴史家は多彩な研究を提出した。フレデ リック・J・ ターナーは民主主

義と個人主義 を育むフロンティアとして西部を捉えたが[大 橋(編)　 1969],こ れ

に批判的な研究者は自営農民という神話を否定 し,西 漸運動を東部の資本主義に支え

られた領土拡大の動 きと解釈 した。その意見は リチャード・ホーフスタッターの 『改

革の時代　　農民神話 からニューディールへ』[ホ ーフスタッター　 1988]に 明確に

提示されている。 このような史観を打ち出した研究に続いて,1950年 代以降には次々

と西部開拓時代の社会史が出版され,日 本でも訳本が出るようになった[ア ードーズ

1984;マ ーティン1986;ス ミス　 1971]。 このような アングロ側からの研究はアメ

リカ史専門家の領域であって[有 賀 ・木下(編)　 1979を 参照],私 のような門外漢

が付言で きることはない。

　インディアンは儀礼や民話や物質文化に自らの歴史を刻みこんでいったといえよう

が,そ れ らを詳細に記録 したのは1920-30年 代のアメリカ人類学界であった。そして,

1960年 代か らはインディアン出身の人類学者や研究家が出るようにな り,自 民族の復

権を学的にも進めてきたといえよう。

　 これ ら二民族にくらべて,メ キシコ系 の人々の歴史 の掘 り起こしは遅れている。

1960年 代の復権運動の影響を受けてアングロ系中心の史観を否定する立場を打ち出し

た書物が多 く出版されたが,1970-80年 代になって初めて客観的な事実に裏づけられ

た歴史書が発表されるようになった。これらの成果に頼 りながら,南 西部でメキシコ

系の人々が民族集団となってい く過程を追 ってみたいと思 う。まず,彼 等がスペイン
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国 民,次 いで メ キ シ コ国 民 で あ った 時代 か ら説 き 明か して い こ う。

1)　 スペ イ ン(1540-1821年)と メキ シ コ(1821-1848年)の

　　 北方領 土 時代

　 南 西 部 が ス ペ イ ン領 で あ った の は コ ロナ ー ドの探 検 隊 が1540年 に大 平 原 に わ け入 っ

て か ら1821年 に メ キ シ コが ス ペ イ ンか ら独 立す る まで の 約280年 で あ る。同 じ南 西 部 が

メ キ シコ領 で あ った の は1821年 か ら,メ キ シ コが 合衆 国 との 戦 争 に敗 北 して グ ァダ ル

ー ペ ・イダ ル ゴ条 約 を 結 ぶ1848年 ま で の27年 間 で あ る。 結 局,南 西 部 が ス ペ イ ンと メ

キ シ コの 北 方 領 土 で あ った の は300年 余 と い う こ とに な る。

　 この 北 方 領 土 に つ い て メ キ シ コの 人 類 学者 レオ ン ・ポル テ ィー リャは 示 唆 に富 む 指

摘 を して い る。 そ れ に よ る と,ア メ リカ人 が 南 西部 と よぶ 地 域 は メ キ シ コ人 か ら は北

方(ノ ル テ)と よ ばれ る土 地 で あ り,国 家 の ヘ ゲ モ ニ ーの及 ば な い辺 境 で あ った 。 ス

ペ イ ンに よ る メ キ シ コ征 服 後 す ぐ さま 探検 さ れ た土 地 で あ りな が ら,「人 間 に敵 対 す る

荒 地 」 で あ り,「野 蛮 な チ チ メカ(7-12世 紀 に メ キ シ コ中央 高 地 に攻 め 入 っ た諸 民 族 集

団の 総 称)の 住 む 土 地 」 と され,容 易 に植 民 さ れ な い地 域 で あ った。 銀 山で 栄 え たサ

カ テ カ ス よ り北 は 蛮 族 の 地 で しか な か った の で あ る(地 図1参 照)。 そ の た め,こ の

地 に 入 植 した 者 の 数 は 少 な く,少 数 の 人 間 が イ ンデ ィア ンの 出没 す る広 大 な 荒 地 で 生

存 して い くた め に は 集 団 で くらす よ り方 法 は な か った。 フ ラ ン シス コ会 や ジェ ス イ ッ

トの 宣 教 師 が 教 会 を 建 て,そ れ を 中心 に して植 民者 が 村 を作 り,国 王 や 副 王 か ら授 与

され た 土 地 を 耕 し,共 有 林 や 水 利 権 を 守 りな が ら共 存 して い った。 農 業 に加 え て,自

由放 牧 の 牛 や 羊 の 飼 育 が仕 事 とな り,ロ デ オ が村 の イ ヴ ェ ン トに な った 。 この よ うな

生 活 を レオ ン ・ポ ル テ ィ ー リャは 北 方 型(ノ ル テ ーニ ョ)と よ び,こ こ か ら合 衆 国 の

カ ウ ボ ー イ生 活 が 由来 した と説 い て い る　 [LEON-PoRTILLA　 l972]。 つ け加 え て い

う と,北 方 型 の 生 活 で は カ ト リッ クが 人 々の宗 教 で あ り,主 に フ ラ ン シス コ会 が もた

ら した祝 祭 や 芸 能 が 定 着 し,ギ タ ー音 楽 が 好 まれ,コ リー ドやバ ラ ッ ドと よ ばれ る詩

が朗 唱 され た 。 民 芸 と して は 金 銀 の す か し細 工,リ オ ・グ ラ ンデ ・ス タ イル の 織 物,

錫 や鉄 の製 品,祭 壇 と聖 人 像 の 木 彫 が 発 達 した[詳 細 はCAMPA　 l979]。 この 北 方

型 の生 活 ス タ イル に も現 実 に はか な りの 地 域 差 が あ った よ うで あ る。

　 ニ ュ ー メ キ シ コ州 へ の 植 民 は一 番 早 く,1598年 に オニャー テ に率 い られ た 兵 士,宣

教 師,植 民 者 が リオ ・グ ラ ンデ 河 上 流 に到 着 した。 そ の後,1680年 に プ エ ブ ロ ・イ ン

デ ィア ンの 反 乱 が 起 こ り,1692年 に デ ・バ ル ガ ス に よ り再 征 服 され るま で,こ の地 の

ス ペ イ ンに よ る支 配 は 中 断 され た が,植 民 活動 は リオ ・グ ラ ンデ河 沿 い に 進 み,農 牧
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地図1　 18世紀の ヌエバ ・エスパーニ ャ北 西部

(Miguel León-Portilla. The Norteño Variety of Mexican Culture: An Ethnohistorical 
Approach. In Edward M. Spicer and Raymond  H. Thompson (eds.), Plural Society
in  the  Southwest.  Albuquerque  : University of New Mexico Press, P.97の 地 図 よ り)
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業 に依 存 す る村 落 共 同体 が 点 在 す る よ うに な った。 しか し,こ の 植 民 の 前 線 が 現 在 の

ニ ュ ー メ キ シ コ州 の 北 部 を 越 え て拡 大 す る こ とは な く,19世 紀 の 初 めに な って か ら,

余 剰 の 人 口が 農 地 と放 牧地 を 求 め て 同 州 の東 西 南 北 に伸 びて い くと こ ろ だ った 。 しか

し,そ の 矢 先 に ア ン グ ロが 多 数 入 って くる タ イ ミング と な った 。 当時 の ニ ュ ー メ キ シ

コの スペ イ ン系 の 人 口 は 約6万 人 と され て い る[MooRE　 l970:12;RosENBAuM

l981:20-22]。

　 植 民 者 主 導 型 の ニ ュ ーメ キ シ コ と対 照 的 な の は カ リフ ォル ニ ァの 植 民 で,こ こで は

政 府 が 中心 と な って 植 民 が 進 め られ た 。 この ス ペ イ ン領土 は永 く捨 て お かれ たが,英

国 と ロ シァ の 進 出 を 恐 れ,ス ペ イ ン政府 は1769年 に探 検 隊 を派 遣 し,そ の 翌 年 よ り人

材 を 送 り こみ,サ ン ・デ ィエ ゴ か らサ ンフ ラ ン シス コに至 る海 岸 沿 い に カ トリ ックの

伝 道 区 と村 を 建 設 した 。 ミ ッシ ョンの 活動 に重 きが あ り,植 民 者 は1826年 に な って も

8千 人 とい う少 数 で あ った が,大 牧 場 を経 営 す る豊 か な生 活 が 保 証 され た。 メ キ シ コ

本 国 に お け る 自 由主 義 的 改 革 の 余 波 を 受 け て1831年 に は教 会領 の売 却 が始 ま り,植 民

者 は 土 地 を 買 い 加 え た の で,大 方 の 植 民者 が大 土 地 所 有 者 と な った。 こ の直 後 に ア ン

グ ロの カ リフ ォル ニ ァ 進 出 が始 ま った[RosENBAuM　 l981:28-30]。

　 テ キサ ス の 植 民 は ニ ュ ー メ キ シ コ と カ リフ ォル ニ ァ の 中間 的 な型 で 進 ん だ。 地 理 的

に み る と,テ キサ スは メ キ シ コ湾 岸 沿 いの テ ハ ス とニ ュ ー メ キ シ コ側 の ヌエ ボ ・サ ン

タ ン デ ール に 分 かれ る。 この 内,テ ハ スで は牧 牛 と農 業 を生 活 の 中心 に す る カ リフ ォ

ル ニ ァ型 の 植 民 が 進 ん だ 。 一 方,ヌ エボ ・サ ンタ ンデ ール は リオ ・グ ラ ンデ河 沿 い の

土 地 な の で,こ こで は ニ ュ ーメ キ シ コ と同様 に植 民 者 は 農 業 と牧 羊 に 従 事 し,ま と

ま りの 良 い 村 落 共 同体 を 形成 した。'こ の よ うな地 域 差 が あ った が,19世 紀 初 頭 に テ

キ サス 全 体 で 約5千 人 の 植 民 者 しか い な か った[MooRE　 l970:12;RosENBAuM

l981:30-36]。

　 最 後 に,ア リゾナ で は ア パ ッチ ェの 存在 が 大 きか った た め植 民 者 が 入 植 せ ず,　 ト

ゥソ ンの 城 囲 都 市 内 に 駐 屯 隊 の 関 係者 が 固 ま って 住 む とい う状 況 で あ った 。 そ の た

め,19世 紀 前 半 に な って も人 口 は 千 人 程 に 過 ぎ な か った[DoBYNs　 l976;MooRE

l970:12,16]。

　 上 記 の こ とか ら判 断 す る と,19世 紀 の初 め に ニ ュ ー メ キ シ コ,カ リフ ォル ニ ア,テ

キサ ス,ア リゾ ナの 広 大 な土 地 に僅 か8万 人 程 の 植 民 者 しか い な か った わ け で,そ こ

へ 合 衆 国 の 利 権 を に な った ア ング ロ系 の人 々 が進 出 して くる こ と とな った。 こ う して

二 つ の 民 族 集 団 の 人 々 が接 触 す る こ と とな ったが,そ こで 何 が起 こ った か を次 に みて

み よ う。
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2)　 ア ング ロ系アメ リカ人 との対決 一 一19世紀半ばか ら

　　 20世紀初頭 まで

　 合 衆 国 の メ キ シ コ領 へ の 進 出 は テ キ サ ス に始 ま った。 この 地 には1819年 か ら主 に南

部 人 が 住 み始 め て い た が,流 入す る人 口 は急 速 に増 え,当 時 メ キ シ コの コア ウ ィ ラの

一 部 で あ った テ キサ ス の 買収 や 独 立 が企 て られ た
。1835年 に ア ング ロ系 住 民 に よ る テ

キサ ス の 反 乱 が 始 ま り,こ れ が 高 じて1848年 に は米 墨 戦 争(1846-48年)に 発 展 し,

合 衆 国 が勝 利 を 納 め,1848年 に グ アダ ル ー ペ ・イダ ル ゴ条約 が 結 ば れ た。 この 条 約 で

メ キ シ コは リオ ・グ ラン デ河 を国 境 と認 め,南 西 部(今 日の カ リフ ォル ニ ア,ア リゾ

ナ,ニ ュ ー メ キ シ コ,テ キサ ス,ユ タ,ネ ヴ ァダ,と コ ロ ヲ ドの一 部)を 合 衆 国 に売

却 した(地 図2参 照)。 領 土 の 割譲 は これ で 終 わ らな か った。 合 衆 国 は大 陸 横 断 鉄 道

の南 ル ー トを 開 くた め に メ シー リャ ・バ レ ー(ア リゾ ナ州 の南 部 分 と ニ ュ ー メ キ シ コ

州 の南 西 部 分)の 売 却 を メ キ シ コに 迫 り,財 政 上 の危 機 に あ った メ キ シ コは1854年 に

こ の地 域 を手 渡 し,ガ ズ デ ン購 入 地 と して 合衆 国領 に 加 え られ た[CORTEs　 l980:

702]。 こ う して,メ キ シ コは ス ペ イ ンか ら独 立 して30年 も経 た な い 内に 領 土 の 約 半 分

を失 って しま った[AcuNA　 1972:9-33;RosENBAuM　 1981:18]。 ち なみ に,こ

の時,合 衆 国 が獲 得 した領 土 は全 領 土 の 約3分 の1に あ た る[MooRE　 1970:12]。

　 グ ァダ ル ー ペ ・イダ ル ゴ条 約 の 盟 条 とIX条 で メ キ シ コ系 住 民 の 財 産 と市 民 権 の 保 証

・ 地図2南'西 部 諸 州

(Robert J. Rosenbaum. Mexicano Resistance in the Southwest. p. 19, Map 1 より)
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が 確 約 され,X条 で 同住 民 に所 有 地 の 保 証 が 唱 わ れ た が,こ のX条 は最 終段 階 で 削除

され た 。 この こ とは 後年,チ カ ー ノの 運 動 家 に よ って 合 衆 国 側 の 不誠 実 さを示 す もの

と して 批 判 の 的 に され た。 しか し,法 律 の 一 条 項 が 新 し く合 衆 国 市 民 とな った メ キ シ

コ系 の 人 々を救 済 す る程 に は現 実 は生 や さ し くな か った 。 合 衆 国 領 とな った 南 西部 に

はア ン グ ロ系 の 人 々が 進 出 しメ キ シ コ系 の 人 々 と接 触 し,急 激 な 社 会 変 化 が起 こる が,

州 ご とに 状況 は異 な った ので,以 下 に各 州 で の メ キ シ コ系 の 人 々の 経 験 を 略 述 して い

こ う。

　 カ リフ ォル ニ ア は短 期 間 に ア ング ロの 支 配 に 下 った 。1848年 に サ ク ラメ ン ト漢 谷 で

金 が 発 見 され た こ とが き っか け に な って 各 地 で ゴ ール ドラ ッシ ュが起 こ り,陸 路 と海

路 か ら多 数 の ア ング ロが 到 着 した こ とは カ リフ ォル ニ オ(当 時,カ リフォル ニ ア に住

ん で い た メ キ シ コ系 の人 の こと)に と って 不 運 で あ ったが,人 々を 同 州 に ひ きつ け た

のは 金 とは 限 らず,豊 か な土 地 と温 暖 な気 候 で もあ った 。 入 植 者 は 数 多 く,土 地 を 合

法,非 合 法 を 問 わ ず奪 取 し,早 く も1880年 代 に は カ リフ ォル ニ オ は 没 落 して しま った。

豊 か な地 主 層 は団 結 す れ ば 自民族 の 利 益 を守 る よ うに政 治 を動 か せ た はず で あ るが,

それ が 実 現 しな か った。 彼 等 は非 能 率 な メ キ シ コ政 府 の 政 策 に 反 発 し,開 明 的 な 合 衆

国の 政 策 に 惹 かれ な が ら も,プ ロテ ス タ ン トで 差 別 を む き出 しに した ア ン グ ロに 怒 り

を 覚 え る とい う二 律排 反 の 状況 に 陥 い り,ど ち らの政 府 に対 して も有 効 に対 応 で きな

か った た めに,僅 か 一 世 代 の 間 に ヘ ゲ モ ニ ー を失 って しま った。 この 間,テ ィブル シ

オ ・バ ス ケ ス,ホ ア キ ン ・ム リエ ッタ,ホ セ ・ル イ ス ・フ ロー レス と い った 人 々が 暴

力 で ア ン グ ロの 支 配 に抵 抗 した が,組 織 力 の弱 い反 乱 で あ った 。 ア ング ロ側 は 彼 等 を

「義 賊 」 と新 聞 に発 表 す る程 の 余 裕 を 持 つ に 至 って い た。 これ に加 え て ロ サ ンジ ェル

スや サ ンタ ・バ ーバ ラで メ キ シ コ系住 民 の暴 動 が起 こ った が,ア ング ロ支 配 を 揺 さぶ

る ほ どの 力 には な ら な か った 。 カ リフ ォル ニ ア 南 部 は北 部 に く らべ て メ キ シコ系 の 人

々 が大 勢 住 み続 け,北 部 よ りは恵 まれ た 生 活 を して い た が,ア ング ロ優 勢 とい う 時

代 の流 れ は こ こ まで も及 び,土 地 を 失 った 人 々が 都 市 の 狭 い 空間 に 押 し こ ま れ る

こと と な り,こ の居 住 区 を バ リオ とか コロ ニ ア と 称 した[PITT　 l966:198-229;

RosENBAuM　 l981:28-33,54-67]。 歴 史 家、カ マ リー リョの研 究 を み る と,カ リフ

ォル ニ オ が急 速 に没 落 し,土 地 を 失 った 人 々が 南 カ リフ ォル ニ ア の町 々 や サ ンタ ・バ

ーバ ラに バ リオ が 出現 して い った 過 程 が 詳 細 に 描 か れ て い る[CAMARILLo　 l979] 。

　 隣 り の ア リゾ ナ州 で は メ キ シ コ系 住 民 が 千 人 程 の 少 数 だ った の で,ア メ リカ統 治 の

開始 は この人 々 よ り もむ しろ イ ンデ ィア ンに大 き な圧 迫 を 与 え た が,1880年 に は アパ

ッチ ェ の抵 抗 も終 わ った。 これ と期 を一 に して,鉄 道 が 敷 設 され,鉱 山 が 開 かれ,多
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数 の労 働 者 を必 要 と した の で,テ キサ ス 州 づ た い や直 接 メ キ シ コか らメ キ シコ人 が 入

って き た。 これ 以 外 に 牧 牛 や 綿 花 栽培 に た ず さわ った人 も いた が,い ず れ に せ よ低賃

金 労 働 者 で あ り,人 種 差 別 の 対 象 に な った[MooRE　 l970:16-17]。 この よ うに,

ア リゾ ナ州 で は メ キ シ コ系 の 人 々の 問題 は他 州 よ りは新 し く始 ま った もの で あ った 。

　 テ キサ ス 州 で は(以 下 の記 述 は[RosENBAuM　 1981:Chapters　 2-3]に 負 う と こ

ろが 多 い),メ キ シ コ湾 岸 沿 い の テ ハ ス は簡 単 に ア ン グ ロの 手 に 落 ち,大 規 模 の 牧 牛業

者 の 制 す る と ころ とな った 。 リオ ・グ ラ ンデ河 沿 いの ヌ エ ボ ・サ ンタ ンデ ール で は河

沿 い に 村 落 共 同体 を つ くって農 牧生 活 を送 って いた 人 々の 抵 抗 が19世 紀 末 ま で続 い た。

抵抗 が 長 び い た 理 由 と して は メ キ シコ系 の 人 々の 結束 の 強 か った こ と,こ の 地 方 に鉄

道 が 入 る の が 遅 れ て20世 紀 初 め まで 交 通 の 便 が 悪 か った こ と,同 州 に 入 った ア ング ロ

に 南 部 人 が 多 く人 種差 別 が 強 か った こ と,テ キサ ス ・レ イ ンジ ャ ー と よ ばれ る遊 撃 隊

の 残 虐行 為 が メ キ シ コ系 の 反発 を あ お った こ と,な どが 挙 げ られ る。 こ う して み る と,

現 在 で もテ キサ ス州 で メ キ シ コ.系への 偏 見 と差 別 が 大 きい 理 由 が 理解 で きる。

　 ヌ エ ボ ・サ ンタ ンデ ール 地 方 の 主 な抵 抗 運 動 は コル テ ィナ と コル テ ス に よ って 起 こ

さ れ た。 フ ア ン ・コル テ ィナ は リオ ・グ ラ ンデ 河 沿 い の カ マ ル ゴ の 名家 に生 まれ たが,

ア メ リカ統 治下 に な って か ら家 族 の 所 有 す る土 地 が 法廷 闘 争 に 持 ち こま れ,当 時 の多

くの例 の よ うに,土 地 を失 い ア ング ロ支 配 に悩 ま され て い た。 母 親 の雇 って いた 牛 飼

い が ア ング ロの 警 察 官 に不 当 に射 殺 され た の が き っか け とな り コル テ ィナ は武 装 し,

仲 間 と共 に1859年 に反 ア ン グ ロの 戦 い を始 め た。 一 時 は ブ ラ ウ ンズ ヴ ィル の 町 を 占居

す る まで に至 り,そ の 抵 抗 は7か 月 続 い た 。そ の 後,コ ル テ ィナ は メ キ シ コに下 り,フ

ラ ンス干 渉 戦 争 に参 加 しメ キ シ コの た め に戦 い,つ いで 南 北 戦 争 時 に は連 邦 側 に組 み

し,南 部 側 に まわ った テ キサ ス を 敵 に ま わ して戦 った[RosENBAuM　 1981:42-45]。

　 グ レ ゴ リオ ・コル テ ス の 抵 抗 は1901年 に始 ま り1913年 まで 続 い た。 発 端 は 保 安 官 と

コル テ ス の 会話 を通 訳 した人 の訳 の誤 りか ら生 じた と伝 え られ る。 コル テ ス と仲 間 の

物 語 は コ リー ドと よ ばれ る二 行 連 詩 で 歌 われ 民 間 に 流 布 した[RosENBAuM　 l981:

45-49]。20世 紀 に な って メ キ シ コ系 の 民 俗 学 者 ア メ リコ ・パ レーデ ス に よ り収 録 さ

れ,『 ピス トル片 手 に　 　 国 境 地 帯 の バ ラ ッ ドと英 雄』[PAREDEs　 l958]と い う本

と して 出版 され た 。 北方 で歌 われ た もの,メ キ シコ市 で 歌 わ れ た もの,と い った 風 に

種 々の 版 が あ り,コ ル テ ス の イ メ ー ジが ふ くれ 上 って メ キ シ コの フ ォ ー ク ・ヒー ロ ー

に な って い く様 が よ く伺 え る。 ち ょ うど,米 墨 戦 争 時 の ア ラモ の 戦 い で戦 死 した デ ィ

ヴ ィ ・ク ロケ ッ トや リンカ ン郡 戦 争 時 の お 雇 い ガ ンマ ンの ビ リー ・ザ ・キ ッ ドが ア ン

グ ロの 西部 劇 の ヒ ー ロ ー とな って い った の と同 じこ とで あ る 。
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　 その 後 も小 規 模 な 抵抗 が続 い た が1915年 の 「サ ン ・デ ィエ ゴ(テ キ サ ス)計 画 」 と

よ ばれ る もの が注 目す べ き最 後 の メ キ シ コ側 の 反 抗 で あ った 。 この 反 乱 計画 に は メ キ

シ コの 反 動 政 治 家 ベ ヌス テ ィア ノ ・カ ラ ンサ が関 わ り,メ キ シコ系 に 加 え て イ ンデ ィ

ァ ン,東 洋 人,黒 人 を も含 む被 抑 圧 者 の共 和 内 の設 立 が 意 図 され た が,カ ラ ンサ の失

脚 と同 時 に 運 動 は途 絶 え た[RosENBAuM　 l981:49-52]。

　 最 後 に,ニ ュ ーメ キ シ コ州 で の 抵 抗運 動 を みて い こ う。 同州 で は スペ イ ン系 の 人 々

が6万 入 も住 み,緊 密 な 組 織 を も った村 落 共 同体 を つ く って 定 着 して い た の で,ア ン

グ ロへ の 抵抗 は静 か に根 強 く続 き,1960年 代 の市 民 権 運 動 期 の 高 ま りを 経 て,現 在 ま

で 及 ん で い る。

　 同 州 に ア ング ロが 公 式 に 入 った の は1846年 の こと で あ る が,こ の 頃 か ら1880年 代 ま

で は ス ペイ ン系 の 人 々は ア ング ロ の妨 害 に 会 うこ と な く生 活 圏 を 拡 大 す る こ とが で き

た 。 ニ ュ ーメ キ シ コ州 北 部 の村 人 が耕 地 と放 牧 地 を求 めて コ ロ ラ ド州 南 部 に 入 植 した

の も この 頃 で あ った[DEuTscH　 l987:13,17]。 と ころ が1880年 代 に は 状況 が異 な

って きた 。 鉄 道 が 入 り,材 木 会 社 が 操業 を始 め,石 炭 鉱 が 開 かれ,商 品 作 物 を つ くる

農 業 が 始 ま り,牧 牛 業 が 導 入 され る と,ス ペ イ ン系 の 人 々 の土 地 が ア ング ロの 投 機 の

対 象 とな り,こ こに 土 地 収 奪 の 歴 史 が 始 ま った 。 ス ペ イ ン系 の 人 々 に と って は 土 地 と

権 利 を 防 衛 す る闘 い の 始 ま りで あ った 。

　 ニ ュ ー メ キ シ コ州 の 土 地 問 題 につ い て は1980年 代 に な って専 門書 が相 次 いで 出版 さ

れ[HALL　 l984;ORTiz　 l980;RosENBAuM　 l981;WEsTPHALL　 I983],そ の

全 貌 が 明 らか に な りつ つ あ る。 詳 細 に つ い て は 各 研 究書 を参 照 さ れ た い が,事 の 大 筋

は次 の よ うで あ る。 スペ イ ン,次 いで メ キ シ コが 植 民 者 に授 与 した土 地(メ ル セ デ ス

・レア レス)は 宅 地 と耕 地 に加 え て 共 有 地 へ の 権 利 を 含 ん で い た。 当 時 は個 人 で 植 民

で きる状 況 で は な く,リ ーダ ー格 の 植 民 者 と何 人 か の追 従 者 が共 同 で村 を 開 く場 合 が

多 か った ので,授 与 地 は 共 同体 に 与 え られ た こ とが 多 か った 。 正 確 な 測 量 ので きな い

時 代 の こ とで あ る か ら,授 与 地 の 範 囲 を 記 す に あ た って は 自然 の景 観 に言 及す る形 で

土 地 所 有 の 文書 が 作 成 され て い た。 ウェス トフ ォ ール の 研究 に よる と,ス ペ イ ン時 代

で は最 初 の土 地 授 与 は1693年 に始 ま り1820年 まで 続 くが,こ の127年 間 に114の 個 人

と共 同体 へ授 与 が 行 な わ れ,平 均 して 一 年 に 一 件 以 下 とい う こ とに な る。 一 件 につ き

認 あ られ た土 地 の 規 模 も少 な く,主 と して タ オ ス以 南 の リオ ・グ ラ ンデ河 の支 流 の土

地 が多 か った 。 この 土 地 は 農 牧 生 活 に 適 した 土 地 で あ り,植 民者 の必 要 に応 じて 徐 々

に授 与 さ れた と 判 断 で きる。 と ころ が,メ キ シ コ時 代(1821-46)に な る と,メ キ シ

コ人 と結托 した ア ン グ ロや外 国 人 に 次 々 と大 規 模 の 土 地 授 与 が な され,そ れ が ニ ュ
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一 メ キ シ コ北 部 に まで 至 り
,土 地 の 境 界 に法 的 根 拠 の 定 か で な い 例 が 多 か っ た

[WEsTPHALL　 l983:36,　 P.122の 地 図]。

　 そ の 後 の ア メ リカ統 治 時 代,特 に1880年 代 以 降 は牧 牛 業,鉱 山業,材 木業 が 進 展 し

た た め,ア ング ロ に よ る土 地 の 投 機 的 購 入 が続 き,初 め は北 部 の 大 型 授 与 地 が 対 象 で

あ った のが 徐 々 に ス ペ イ ン系 の 人 々の小 規 模 所 有 地 に まで 及 ん だ。 測 量 監 督 本 部 は

1854年 に開 設 され,さ らに 個 人所 有 地 の権 利 確 認 の た めの 法 廷 は1891年 に 創設 され住

民 の権 利 を守 るた め に動 くは ず で あ った が,実 際 に は サ ンタ ・フ ェ ・ リング と称 され

る州 の 政 財 界(ス ペ イ ン系 の 有 力 者 を も含 む)と 結 托 した ア ング ロの 資 本 家 に 有 利 な

よ うに事 が運 ばれ た[WEsTPHALL　 l983が 詳 細 を 伝 え て い る]。

　 その た め,ニ ュ ー メ キ シコの 北 部 で も南 部 で も(地 図3参 照)ス ペ イ ン系 の人 々の

抵 抗 が起 こ った 。 北 部 で は マ クス ウ ェル 授 与 地 と称 され る1841年 に認 可 され た コ ロ ラ

ド州 に まで 至 る 巨大 な土 地 が 抗 争 の 的 とな った。 こ の授 与 地 は ス ペ イ ン系 の人 々の 放

牧 権 や イ ンデ ィア ンの バ ッフ ァロの 放 牧 地 を 侵 害 して い る に も か か わ らず 認 可 され,

地図3　 ニ ューメキシコ北部 の国有林 と関係市町村

(Peter　 Nabokov.　 Ti　'erina　and　the　Courthoztse　 Raid.　 Berkeley:Ramparts　 Press,1969よ り)
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授 与 当初 か ら問 題 が 多 か った。 悶着 の末,政 治家 が介 入 して1860年 に法 的権 利 が 確 認

され た が,1870年 に は 英 国 の 資 本 家,次 い で オ ラ ンダの 資 本 家 に転 売 され,マ クス ウ

ェル 土 地 ・鉄 道 会 社 が 発 足 した。 そ の 後 も会 社 と スペ イ ン系 の 小 土 地 所有 者 の 間 に争

い が 続 い た が,1890年 頃 に は 法 的 に は 会 社 の 勝 訴 が 確 定 的 に な った[RosENBAuM

l981:68-90]。

　 次 い で,テ キサ ス 州 と境 を 接 す る ニ ュー メ キ シコ南 部 の リ ンカ ン郡 で は サ ンタ ・

フ ェ ・リン グ と テ キサ ス資 本 の利 害 が対 立 し,リ ンカ ン郡 戦 争(1878-1880)と い わ

れ る抗 争 が 続 い た。 テ キ サ ス か ら入 って きた ア ング ロ の 牧 牛業 者 とニ ュ ーメ キ シ コ

の 牧 羊業 者 が 土 地 を め ぐ って争 った わ けで あ り,両 者 の 血 な ま ぐさ い闘 い が続 い た

[RosENBAuM　 1981:83-98]。

　 抗 争 が 最 も長 び い た の は ラス ・ヴ ェガ スを 中心 とす るサ ン ・ミゲ ル郡 で あ った 。 こ

の 郡 に は10の 授 与 地 が あ り,い ず れ も ア ン グ ロへ の 売 却 に 際 して は共 同 体成 員 の許 可

な く共 有 地 ま で が売 却 さ れ,ス ペ イ ン系 の 人 々の 放 牧 と水 利 権 が い ち じる し く損 なわ

れ て い た 。 そ の 後 も小 土地 所 有 者 の ス ペ イ ン系 の人 々は 残 った 僅 か の 共 有地 を守 りな

が ら生 活 して い た が,有 棚 の牧 畜 業 に たず さ わ る ア ン グ ロが 進 出 し,土 地 を 囲 って い

くと,脅 威 を 感 じ,柵 を 切 りた おす な ど実 力 行 使 に 出た 。 や が て 人 々は 団結 して 「白

い帽 子 」(ゴ ー ラス ・ブ ラ ンカス)と い う秘 密 組 織 を つ くり,白 い覆 面 で顔 を 隠 し,騎

馬 の一 群 と な って柵 を切 断 した。 共 有 地 を 無 視 して 土 地 を購 入 した ア ン グ ロの 柵 がね

らわ れ,納 屋 や 乾 草 に 放 火 が続 い た[RosENBAuM　 l981:111-119;Sc肌EsINGER

l971二87-102]。 この 「白 い帽 子 」 は 約1500人 の メ ンバ ーを持 ち,「 労 働 の 騎士 達 」

(ナ イ ッ ・オ ブ ・レイバ ー)と い う フ ィ ラデル フ ィア起 源 の 労 働 組 合 の ニ ュ ーメ キ シ

コ支 部 の支 援 を う け,支 部 長 の フア ン ・ホ セ ・ヘ レ ラ が 「白 い帽 子 」 の リーダ ーで

あ った と 推 測 され た[RosENBAuM　 l981:120-123;ScHLEslNGER　 l971:103,

ll3]。 運 動 は1890年 の 夏 ま で 成 功 を納 め た。 しか し,こ の 頃 か ら合 憲 的 政 治 活 動 に移

って い く必 要 が高 ま り,「 白い 帽子 」 へ の支 援 は統 一 民 族 党(パ ル テ ィー ド ・デ ・プ

エ ブ ロ 門ウニ ー ド)へ の 票 とな り選 挙 で 大 成 功 を納 め た 。 しか し,豊 か な 政 治家 と貧

しい一 般 人 との 落 差 は 埋 め が た く,加 え て党 派 心 と私 欲 が 災 い とな って 政 治 的効 果 を

上 げ る こ とが で きず,統 一 民 族 党 は1894年 に は 勢 力 を 失 った[RosENBAuM　 l981:

125-145;ScHLEslNGER　 　l971:123-126]o

　 授 与 地 に つ い て の 大 方 の 法廷 闘 争 もア ング ロ側 の勝 利 に終 わ り,共 有 地 の概 念 が否

定 され て しま った[RosENBAuM　 l981:99-139]。 そ して,1899年 に サ ンタ ・フ ェ

国 有 林,1906年 に は シボ ラ国 有 林 と カ ー ソ ン国有 林 が設 定 され て(地 図3参 照),ス
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ペイ ン系の人々の放牧地をいちじるしく制限 してしまった。 さらに,鉄 道敷設のため

に土地が接収されたことも放牧地 の縮少 をもたらした[SwADEsH　 I974:70,80-

89,157,204]。

　上記のような状況の下でスペイン系の人々の共同体は崩壊の道を辿 りつつあった。

農牧生活の基盤であった共有地は手放されてい く場合が多かったし,賃 金労働に依存

せず生活できる村は極めて少なくなった。最近の ドイツの研究[DEuTscH　 l987]で

明らかにされたことであるが,ス ペイ ン系の人 々はニューメキシコや コロラド州で盛

んになった材木業,鉱 山業,砂 糖大根生産や鉄道作業に賃労を求め移動労働者となっ

て生計を立てる人が多くなっていた。こうして,彼 等の生活が低辺の労働者のものと

なり,ア ングロから差別視される対象となる過程が第一次大戦時まで続いた。

3)　 メキシコ移民の増加 とその抵抗運動　　20世 紀初頭か ら

　　 1950年 代まで

　 前 節 で ふ れ た よ うに,19世 紀 後 半 に もメ キ シ コ移 民 は み られ た 。 カ リフ ォル ニ ァ の

ゴ ール ドラ ッシ ュに は ソ ノ ラ州 か らメ キ シ コ人 が参 加 した し,ア リゾ ナの トゥ ソ ンに

は 鉱 山 労 働 者 と して 入 った し,テ キ サ ス州 の 牧 牛 業 の ブ ー ムの 時 に は 隣 接 す る コア ウ

ィ ラ州 な どメ キ シ コ北 部 の州 か ら大 勢 が 出向 い た 。 しか し,1890年 の統 計 で み る と,

当 時 の メ キ シ コ生 ま れ の移 民 の数 は7万5千 人 を 越 え る程 に す ぎ な か った。 と ころが,

1900年 に は 合 衆 国 生 まれ と メ キ シコ生 ま れ を含 む メ キ シコ系 の 人 々の 数 は38万1千 一

56万2千 の間 と推 定 され て い る[CoRTEs　 l980:702]。 僅 か10年 間 に 人 口が 急 増 し

た こ とが わ か る。

　 さ らに,20世 紀 に な る と メ キ シ コ移 民 は 爆 発 的 に 増 え た[AcuNA　 1972:121-152;

CoRTES　 l980:702-704;MooRE　 l970:20-30]。 この 頃 か ら南 西 部 に は大 資本 が

投 じ られ,人 工灌漑 が導 入 され,大 農 場 経 営(ア グ リ・ビ ジネ ス)が 発 展 し,大 量 の 労 働

者 を必 要 と した た め低 賃 金 の メ キ シ コ人 未 熟 練 労 働 者 が歓 迎 され た 。木 綿,果 物,砂

糖 大 根 の 収 穫 が 主 な仕 事 で あ った が,鉄 道 や 鉱 山 で 働 く人 もい た。1910年 以 前 の移 民

は 国境 に近 い北 部 の 州 か ら来 た が,1910年 以 降 は グア ナ フ ァ ト,ハ リス コ,ミ チ ョァ カ

ン,連 邦 州 な どの 中央 部 の 諸 州 か ら も移 民 が増 え[AcuNA　 l972:124;BusTAMANTE

1975;DIEz-CANEDo　 RUIZ　 1984],合 衆 国 へ の 出稼 ぎ が恒 常 的 に な る余 兆 を示 した。

ポル フ ィ リオ ・デ ィア ス政 権 下 に メ キ シコは 合 衆 国 そ の 他 の 外 資 を導 入 し,メ キ シコ

の 北 部 と 中央 部 で 資 本 主 義 の 発 展 を み るが,逆 に農 民 の な か に は土 地 を失 い プ ロ レタ

リア ー ト化 す る人 口が 増 え,こ の 人 々が生 活 の糧 を 隣 国 に 求 め た わ けで あ った。 また,
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メ キ シコ革 命 の 動 乱 を避 け て 合衆 国 に渡 る移 民 も多 か った 。

　 上 の 現 象 が 移 民 の 第 一波 とす る と,第 二 波 は第 一 次 世 界 大戦 時 で あ り,戦 時経 済 の

好 況 に 乗 り,合 法 ・非 合 法 の移 民 が大 量 に入 国 し,こ の 波 は1921年 まで 続 い た。

　 1930年 代 の 大 恐 慌 時 代 に は 移 民 は 減少 した が,第 二 次 世 界 大 戦 後 の1940年 代 に は第

三 波 が 始 ま った 。 特 に,1942年 か ら1947年 まで は ブ ラ セ ロ(雇 い人夫)と 称 され る臨

時 雇 い の 労 働 者 を送 り込 む計 画 が両 国政 府 の 間 で 決 め られ,こ の5年 間 に22万 人 の メ

キ シコ人 が 入 国 した 。 ブ ラセ ロ計 画 は朝 鮮 戦 争 時 の 労 働 力 不 足 を 補 な うた め に1951年

に 復 活 し,1959年 に は 入 国 した労 働 者 の数 が45万 とい う ピー クを迎 え,1964年 まで 続

いた 。 ブ ラセ ロ計画 は こ れで 終 わ っ た が,そ の 後 も グ リー ン ・カ ー ドを貰 って 臨 時 雇

いの 労 働 者 と して 入 国 す る こと は許 可 され た。 この よ う に合 法 的 に 入 国 す る者 に加 え

て 不 法入 国者 も多 く,河 を渡 って濡 れ て来 る こ とか ら ス ペ イ ン語 で モ ハ ー ド,英 語 で

ウ ェ ッ トバ ック と よ ばれ た り,国 境 に は りめ ぐ ら され た金 網 を く ぐ って 来 る こ とか ら

ス ペ イ ン語 で ア ラ ンブ リス タ と も よ ばれ た 。 こ う して,時 間 が たつ につ れ永 住 ビザ を

持 つ メ キ シ コ系 の 人 々 が増 え,1940年 代 に は メ キ シ コ系 労働 者 は南 西 部 の み な らず 中

西 部 の 産業 や サ ー ヴ ィス業 に まで 進 出す る よ うに な り,移 民制 限 を求め る声 が高 ま り,

1950-55年 には 不 法 入 国 者 の 送 還 が 強行 され た[AcuNA　 l　972:123-152;MooRE

1970;29-30]。

　 上 に 明 らか な よ うに,メ キ シコ人 移 民 や 労 働 者 の 導 入 は 合 衆 国 の労 働市 場 に よ って

決 定 され て お り,メ キ シ コ系 の人 々 は本 国 よ りは 恵 ま れ た生 活 を送 れ る とは い え,合

衆 国 で は低 辺 の生 活 を よ ぎ な くされ た 。 この 悪 状 況 を 改善 す べ く徐 々 に相 互 扶 助 組 織

が つ くられ,労 働争 議 や政 治 運 動 が企 て られ た 。

　相 互 扶 助 組織 の 多 くは泡 沫 的で あ っ たが,1920年 代 に テ キサ ス で 中産 階 級 を組 織 し

たLULAC(ラ テ ンア メ リカ市 民 の 連 盟)の 活 動 が 効 果 を 生 み,メ キ シ コ系 の 人 々

の 生 活 の 改善 とア メ リカ社 会 へ の 参 入 に努 力 が 向 け られ た 。労 働 組 合 は メ キ シ コ系 住

民 が 最 も必 要 と した もの で あ り,1920-40年 代 に カ リフ ォル ニ ア や テ キ サ スの 農 業 労

働 者 や ア リゾ ナ や ニ ュー メ キ シ コの鉱 山労 働 者 の 間 で 組 織 さ れ,数 々 の ス トライ キを

打 った 。 カ リフ ォル ニ ァ州 で は イ ンペ リアル ・ヴ ァレ ーの メ ロ ン農 園労 働者 の ス トラ

イ キ(1928年),エ ル ・モ ンテ の イ チ ゴ農 園労 働 者 の ス トラ イ キ(1933年),ア ーヴ ィ

ンの デ ィ ・ジオ ル ジ ォ農 園労 働 者 の ス トラ イ キ(1947年),テ キサ ス州 で は サ ン ・ア ン

トニ オの クル ミむ き労 働者 の ス トライ キ(1938年),ニ ュ ー メ キ シ コ州 の 鉱 山の ス ト

ラ イ キ(1934年),な どが 代 表 的 な もの と して 挙 げ られ る[AcuNA　 l972:153-221;

CoRTEs　 　1980:708-711]。
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　アメ リカの他の民族集団の例と同様に,第 二次世界大戦へのメキシコ系の人々の参

加は結果的に生活の改善につながった。今まで自分の生活圏を離れたことのない人々

が軍隊に入って海外に派遺されたため,異 国を知る機会にもなった。そして戦場から

戻 った後にGIに 与えられた幾つかの特権を活用して生活を向上し,同 時に同民族集

団の地位の向上に努力する人が増えた。GIフ ォーラムはテキサスの復員兵士のつ く

った組織であり,差 別に抵抗 し,民 族集団の意識を改め,生 活水準の向上に努めた。

この頃,こ の種の団体が数多 く組織され,徐 々にではあるが効果をもたらした。また,

この頃からメキシコ系住民の中で都市居住者が増え,都 市バ リオの問題が浮上 してき

た。1942年 にロサンジェルスで起きたス リーピー ・ラグーン事件にみられる警察当局

の差別への 抵抗や翌1943年 に イース ト・ロサンジェルスで起 こった ズー ト・スー ト

(ひざまで届 く肩幅の広い長い上衣 と,す そで くくっただぶだぶの長いずぼんからな

る服で,戦 時中にメキシコ系の若者の間で流行 した)の 反乱にみられるアングロ系兵

士と海兵隊への抵抗は都市での生活不安の増大 を示す例として挙げられる　[AcuNA

l972:202-208;RoMo　 1983:166]。

　このように,1940-50年 代にかけてカ リフォルニァやテキサス州で小規模ながら積

極的な政治運動が展開され,折 から黒人の復権運動が上 り潮に乗 りつつあり,新 たな

動きが期待されるところで1960年 代に入った。

　以上,後 程チカーノと称される民族集団が生成 し現在に至る過程を時代順に捉え,

それから各時代における各州の動向を紹介 してきたが,そ の結果,州 ごとの状況の差

がいかに大きいか明らかである。そこで,各 州の特徴をここで要約してお くのが良い

だろう。

　カリフォルニァ州ではゴール ドラッシュと豊かな土地が災いして,ア ングロの急速

で膨大な流入をみた。そのため,大 土地所有者で豊かな生活をおくっていたカリフォ

ルニオは短期間に没落 し,19世 紀末には早 くも都市バ リオが姿を現わ した。20世紀に

なると,ア グリ・ビジネスに吸収されたメキシコ人労働者の数は膨大で,社 会の低辺

を形成 した。 このような背景があるため,1930-40年 代に抵抗運動やス トライキが顕

著に起こり,改 革の急運をもり上げながら1960年代に至った。

　アリゾナ州では19世 紀半ばまでは少数のメキシコ人居住者が駐屯兵との関わりで居

住 していたが,そ の後の同州の動向に影響を残すことはなかった。19世 紀末と20世紀

に,多 数のメキシコ人労働者が入ってきたので,こ れらの比較的新 しい移民が同州の

メキシコ系人口をつ くっている。
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　コロラド州の南部には19世紀末にニューメキシコ州北部から入植したスペイン系の

人々がいるので,後 述するニューメキシコ州と同様の状況がある。他の地域では,メ

キシコ系の人口がほとんどで,移 動労働者や都市バ リオの問題を抱えている。

　ニューメキシコ州では16世紀以来 リオ ・グランデ河沿いにスペイン系の人々が定着

し,農 牧生活を営み結束の良い共同体を形成 してきた。合衆国領となってから相続 く

土地収奪におびやかされ,貧 困化しつつも生存し続け,現 在に至っている。現在では,

同州にはメキシコ系の人口も多いが,今 なおスペイン系の存在がこの州の文化的 ・政

治的特徴を形づ くっている。

　テキサス州では リオ ・グランデ河沿いだけにメキシコ系の定着農民の共同体が形成

されていたが,接 触当初からアングロからの圧力が強大であった州だけに,ニ ューメ

キシコ州 とは異なり,伝 統的なものは押 しつぶされた。米墨戦争はテキサスに始まる

が,そ れ以後,特 に20世紀に入ってからメキシコ人が多数流入 しており,彼 等へのア

ングロの偏見 と差別は極あて強い。

　このように,州 ごとにメキシコ系の人口(ス ペイン系を含む)が 辿って来た道が異

なるので,民 族復権運動の争点 と方法も州 ごとに異なってきて然るべきなのである。

このことは1960年 代のチカーノ運動に明確に認められることであり,次 章にて検討 し

ていこう。

2.1960年 代 の 復権 運 動

　 1960年 代 に は メ キ シ コ系 民 族 集 団 の 復 権 が叫 ば れ,ケ ネ デ ィ政 権(1961-63年)と

ジ ョン ソ ン政権(1963-69年)の 下 で の 公 民 権 運 動 の 高 ま りに 乗 って,黒 人 の ブ ラ ッ

ク ・パ ワ ーや イ ンデ ィア ンの ブ ラ ウ ン ・パ ワ ー と連 繋 を保 ち なが らチ カ ー ノ運 動 が 浮

上 して きた 。 チ カ ーノ の語 源 は 明 らか で は な い が,文 化 的ル ー ッ を認 識 しア イ デ ンテ

ィテ ィの 確 立 を 求 め るメ キ シ コ系 の人 々 の こと を示 して お り,こ の 人 々が 志 す 復 権 運

動 の こ とを チ カ ーノ 運 動 とよ ん で い る。 既 に の べ た よ うに,メ キ シ コ系 の 人 々の 生 活

状 況 は 州 ご とに 特 徴 が あ った の で,そ れ に応 じて政 治 的指 導 者 が 現 わ れ た 。 カ リフ ォ

ル ニァ 州 で は 農 園 労 働者 の 組合 活動 を 推 進 した セ サ ール ・チ ャー ベ ス,コ ロ ラ ド州 で

は デ ン ヴ ァー市 の バ リオ の 青 年 の生 活 の 改革 を め ざ した コー キ ー ・ゴ ンサ ー レス,ニ

ュ ー メ キ シコ州 で は 土 地 返 還 運 動 を起 こ した ライ エ ス ・テ ィヘ リナ,テ キサ ス 州 で は

郡 レベル の 政 治 へ の 参 加 を提 唱 した ホ セ ・ア ンヘル ・グ テ ィエ レス が 代 表 的 な リーダ

ー と して 浮 上 した
。私 は この4人 の 内 テ ィヘ リナ と しか 会 って い な いが,文 献 で み る'
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と,各 々個性的で,そ の主張と運動方法がいかにもこの民族集団の人のものらしい。

各 リーダーとその運動についてはジャーナリスティックで断片的な文献 しかなく,主

な事実を伝えることしかで きない。

1)　 セ サ ー ル ・チ ャ ー ベ ス,コ ー キ ー ・ ゴ ン サ ー レ ス,

　 　 ホ セ ・ア ン ヘ ル ・グ テ ィ エ レ ス の 活 動

　 カ リフ ォル ニ ア 州 の デ ラ ーノ に本 拠 を 置 き同州 の 農 園 労 働 者 の 組 合 運動 に尽 力 した

セサ ール ・チ ャ ーベ ス(以 下 の記 述 は[AcuNA　 1972:176-183,　 22・1-225;FITcH

1974:360-365;STEINER　 I970:3　 1　0-一・323])に 対 して は ア ン グ ロの 評 価 が 一 番 高

い。 チ ャ ーベ ス は1927年 に ア リゾ ナ州 ユマ に生 まれ,10歳 の 時 に 父 親 は 土地 を失 い,

移 動 労 働 者 とな り,彼 は 各地 の 学校 を転 々 と し,小 学8年 生 に な った 時 に 学 校 を や め

て 農 園 で 働 くこ とに な った 。 そ の 後,1940年 代 に家 族 は カ リフ ォル ニ ア の サ ン ・ノ ゼ

に来 て 最 低 辺 の バ リオ に住 み つ い た。1939年 頃 に 父 親 が 組 合 活 動 を 始 め,セ サ ール も

影 響 され て19歳 でNAWU(農 業 労働 者 国 民 ユ ニ オ ン)に 参 加 し,組 合 活動 の 難 し さ

を 学 ん だ 。 ま た 当 時,カ ト リッ クのマ ク ドネル 神 父 と親 交 を 結 び,社 会事 業 に も 目を

開 か され た 。 そ れ か ら10年 間 ほ ど同州 の コ ミュ ニ テ ィ組 織 者 と して 働 き,草 の 根 の 活

動 の 仕 方 を 学 ん だ が,心 に 懸 って い た農 園 労 働 者 の 組 合 運 動 に転 じ,デ ラ ー ノに事 務

所 を 持 って メ キ シ コ系,フ ィ リピ ン人,黒 人,日 本 人 の 労 働 者 を 組 織 した。

　 1962年 に彼 が 組 織 したNFWA(農 園 労 働 者 国 民 連 合)の 組 合 員 は1700人 を数 え た

が,こ の 力 だ けで はア グ リ ・ビ ジネ ス に 対 決で きな い と判 断 し,公 民 権 運 動 関 係 者 と

教 会 勢 力 に助 力 を 求 めた 。 チ ャー ベス の 非暴 力 の姿 勢 が賛 同 を得 て 協 力 者 が 増 え た 。

チ ャー ベ スは 女 性,特 に母 の 力 を 重 要 視 し,教 会 に信 頼 を寄 せ て い る こ とを ジ ャ ーナ

リス トと の イ ンタ ヴ ュ ーで 明 らか に して い る。 デ ラー ノ の事 務 所 の近 くに祭 壇 を つ く

り,ス トライ キの 行 進 に は グ アダ ル ーペ の 聖 母 の絵 を書 い た旗 を かか げ た。 この よ う

に メ キ シ コ的 な宗 教 シ ンボル を 人 々の 統 合 の た め に 使 った が,組 合 運 動 の 進 め方 は

現 実 的で あ った。 ボ イ コ ッ トな ど 強 行手 段 を と るべ き 時 は と り,か た や ス トライ キ

の 成 功 の た め に は妥 ・協 も敢 え て行 な い,NFWAと 他 の組 合 を 統 一 して よ り 大 き な

UFWOC(農 園労 働者 統一 組織 委 員 会)を 組 織 して,60年 代 に は カ リフ ォル ニ アの

各 地 で 農 園 ス トライ キを 勝 ち と っ た。

　 1965年 頃 に これ らの ス トライ キ の成 功 が 全 国 的 に 報 道 され,ロ バ ー ト ・ケ ネ デ ィを

初 め とす る政 治 家 が デ ラ ー ノに居 るチ ャー ベ スを 訪 問 す る こ とが 多 くな った が,そ の
'頃

か らチ ャー ベ ス は多 くの 問題 を 抱 え る よ うに な った 。 組 合 員 内に み られ るメ キ シ コ
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系 と フ ィ リ ピ ン系 の 軋 礫,不 法 入 国者 の 取 扱 い,農 園 の 機 械 化 に よ る 失業 の 増 加,組

合 組 織 の 官僚 化,な どで あ った。 ま た チ ャー ベ スの 指 導 力 を 都 市 の バ リオ の 組織 化 に

役 立 て る よ う望 ま れ る よ うに な り,こ の 要 請 に ど う対 応 す るか とい った こ と も問 題 に

な って きた,と 報 告 され て い る。

　 寡 黙 で 辛 抱 強 く,時 と して宗 教 的 な セ サ ール ・チ ャー ベス と対 照 的 に,コ ロ ラ ド州

の リーダ ー で あ る コ ー キ ー(正 式 に は ロ ドル フ ォ)・ ゴ ンサ ー レス(以 下 の 記 述 は

[AcuNA　 l972:241-244;STEINER　 l970:378-392])は 明 るい イ メ ー ジの 活動 家

で あ った。10代 に は彼 は 人気 の 高 い ボ ク サ ーで,チ カ ー ノの 若 者 の ア イ ドル で あ った。

しか し更衣 室 で ガ ル シア ・ロル カ の詩 を読 ん だ ボ ク サ ーは ま もな く リン グを 去 り,チ

カ ー ノの 復権 運動 に 身 を投 じ若 者 に夢 を与 え た。

　 コー キ ー ・ゴ ンサ ー レス は デ ンヴ ァーの バ リオ に生 ま れ た 。 父 は メ キ シ コ移 民で 農

園 や 鉱 山で 働 い た。 彼 も10歳 の 時 か ら砂 糖 大 根 畑 で 父 と一緒 に 働 い た 。春 と 夏 は農 園

で くら し,秋 と冬 は デ ンヴ ァー市 の バ リオ に戻 って くる とい う生 活 で あ った。 屠 殺 場

で アル バ イ トを して高 等 学 校 を 卒 業 した が,貧 か ら逃 れ るた めに ボ クサ ーに な った の

だ っ た。 ボ クサ ーを や め て か ら事 業 家 に転 じた と ころ成 功 し,政 治 運 動 に も参加 し始

めた 。29歳 で デ ンヴ ァ ーの民 主 党 の地 域 長 とな り,1960年 の ケ ネデ ィ大 統 領 選 に は コ

ロ ラ ド州 の 協 力者 と して 大 活躍 した。 数 々 の委 員 会 に 名を 連 ね た が,そ の 内,政 府 の

貧 困 対 策 に 失 望 した 。 メ キ シ コ系 の民 族 票 を取 る た め に民 主 党 に利 用 され て い る こ と

を 悟 り始 めた 頃,貧 困 対策 用 の資 金 を盗 ん だ とい う疑 い を か け られ た 。 疑 惑 は 晴 れ た

が,こ れ を 契機 に 政 界 か ら身 を 引 い た。

　 彼 はバ リオ に 戻 り 「正 義 の た め の十 字 軍 」(ク ル サ ーダ ・パ ラ ・フス テ ィ シア)の 運

動 を 開始 した 。 チ カ ー ノ とア ン グ ロの有 志 の 寄付 を得 て デ ンヴ ァーの 下 町 に あ る古 い

教 会 を 買 い 取 り,チ カ ー ノ文 化 セ ンタ ーに した。 州 や 国の 介 入 を さ け るた め公 費 を 受

け 取 らず,人 々 に よ る 自主 管 理 を 大 切 に した。1968年 の 夏 には 同 セ ンタ ーで チ カ ー ノ

青 年 解 放 会 議 を 開 き,チ カ ー ノの歴 史 的 遺 産 を た た え ア ング ロ支 配 下 に あ る チ カ ー ノ

の独 立 を よ びか けた 。

　 詩 人 の 心 を 失 わ ぬ コ ー キ ー ・ゴ ンサ ー レス は1967年 に 『私 の 名 は ホ ア キ ン』[GON-

zALEZ　 l967]を 発 表 し,ア ステ カや マ ヤの 歴 史 か ら歌 い始 め,若 者 が文 化 的 ア イ デ

ンテ ィ テ ィを大 切 に して雄 々 し く生 きる こ とを説 いた 。 「私 は ホ ア キ ン。 グ リンゴ(ア

メ リカ人 の こ と)社 会 の渦 に巻 き こまれ,規 則 に混 乱 を 覚 え,態 度 で 馬 鹿 に され,手

練 手 管 で 抑 圧 され,近 代 社 会 に破 壊 され た。 私 達 の父 達 は経 済 的 には 敗 れ た が,文 化

的 に は生 存 しえ た」 と歌 い,な お 一層 の努 力 を 同民 族 集 団 の 人 々に 求 め た。 この 小 さ
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な 詩 集 は60年 代 の チ カ ーノ の若 者 の バ イ ブル と な った 。

　 テ キサ ス 州 で は ホ セ ・ア ンヘ ル ・グ テ ィエ レス(以 下 の 記 述 は[AcuNA　 I972:

233-237])が チ カ ーノ の 政 治 参加 を よ び か け た。 最 初,彼 は学 生 を 集 めてMAYO

(メ キ シ コ系 ア メ リカ人 青 年 組 織)を つ くり,青 年 の 意識 の 変 革 を 目的 と して 過 激 な

発 言 を く りかえ しア ング ロの 反 発 を 買 って い た。 そ して1969年 に ク リス タ ル ・シテ ィ

の高 等 学 校 で メ キ シコ系 の 学 生 に 対 す る差別 が 問 題 にな った の を 契 機 に メ キ シ コ系 の

組 織 化 を試 み,統 一 民 族 党(ラ ・ラ ッサ ・ウニ ーダ)を 創 設 した 。 同党 の 活 動 は ク リ

ス タル ・シテ ィを は じめ テ キサ ス 各 地 の 教 育 委員 会 に代 表 を送 りこむ こ と か ら始 ま り,

物 資 の共 同購 入や 差 別 的 な ア ング ロ企 業 の ボ イ コ ッ トに向 か った 。 さ らに,郡 レベル

の 政 界 に代 表 を 送 りこむ べ く努 力 した が,同 州 で重 きを なす 石 油 業 界 の 圧 力 が か か り,

必 ず しも成 功 を 納 め て い な い。 そ の後,ホ セ ・ア ンヘ ル ・グ テ ィ エ レス と協 力者 は 合

衆 国 の 各 地 を 周 って 統 一一民族 党 の成 立 を よ び か け た。 同党 の 活 動 は1970年 代 に各 地 に

広 ま った 。

2)　 ライ エス ・テ ィヘ リナ とア リア ンサ の運 動

　 ニ ュ ー メ キ シコ州 に お け る テ ィヘ リナ の運 動 に つ いて は 上 記 の 三 者 よ り も紙 幅 を要

す る。 第 一 に は,彼 の 運 動 が 千 年 王 国 論 的 と 称 され る よ うに[SwADEsH　 l968],

一 見 した と ころ非 現実 的で 不 可 解 な面 が 多 く
,説 明 を要 す るか らで あ り,第 二 に は,

ニ ュ ー メ キ シ コ州 で 調 査 を した 私 の 同 州 の 政 治 運 動 へ の 関 心 が深 い か らで あ る。 テ ィ

ヘ リナ の 過 激 な 活 動 は刑 事 事 件 と な って 合 衆 国全 土 に 報道 され た の で,ま ず そ の事 件

の 経 緯 を の べ,運 動 の 争点 を 明 らか に し,テ ィヘ リナの リーダ ー シ ップ の質 を 問 い,

動 員 され た 人 々の 数 と種類 を概 観 す る こ と に しよ う。

　 若 干 の 文献([BLAwls　 1971;NABoKov　 l　969;STEINER　 l　970:50-96;SwADEsH

l968])か ら判 断 す る と,テ ィヘ リナ と 協力 者 が ま き起 こ した 事 件 の前 後の 状 況 は次

の よ うで あ る 。

　 1950年 代 末 か らニ ュー メ キ シ コ州 北 部,特 に チ ャーマ と テ ィエ ラ ・ア マ リー リャ

(地 図3参 照)の 一 部 の ス ペ イ ン系 の人 々の 問 で 土 地 を め ぐって不 満 が高 ま り,こ れ

を う けて1963年 に は テ キサ ス州 出身 の ラ ィ エ ス ・テ ィヘ リナ を指 導 者 とす る ア リア ン

サ(授 与 地 に 関 す る連 邦 同盟)と 称 す る グル ー プが 結 成 され た 。 ア リア ンサ の争 点 は

1848年 の グア ダ ル ーペ ・イ ダル ゴ条 約 に 関 わ って い る。 同 条 約 に よ り合 衆 国統 治 下 で

もメ キ シ コ系 住 民 の財 産 は守 られ る と 明文 化 され た に もか か わ らず,個 人所 有 地 の み

な らず 共 有 地 ま で が ア ング ロ に売 却 され て お り,条 約 に違 反 す る こ とな の で,返 還 さ
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れ るべ きで あ る,と 主 張 した の で あ った 。

　 1966年 にな る と ア リア ンサ の 活 動 は 活 発 に な った。7月 に は ア ルバ カ ー キ ー市 にあ

った ア リア ンサの 本 部 か ら州 都 サ ンタ ・フ ェま で ハ イ ウ ェイ を行 進 して,州 知 事 に運

動 の 目的 を 伝え た。 さ らに,10月 に は 国 有 林 の なか に あ るエ コ ー ・ア ンフ ィ シア タ

ー の キ ャ ンプ場 を 占拠 して サ ン ・ホ ア キ ン ・デ ル ・リオ ・デ ・チ ャ ーマ授 与 地 と い う

1806年 に ス ペ イ ン政 府 よ り認 可 され た 土 地 を 子 孫 に 返 す べ きで あ ると宣 言 した(こ の

授 与 地 に つ い て は後 述 す る)。

　 翌1967年 の5月 に は ニ ュー メ キ シ コ州 北 部 で 放 火 や 鉄 柵 の 破 壊 が続 き,ア リア ンサ

の成 員 の仕 業 では な いか と考 え る ア ン グ ロ系 住 民 が 多 くな った 。6月 に は ア リア ンサ

の 人 々が コ ヨー テ村 で 集 会 を 持 って い る と こ ろを 警 察 が 襲 い,テ ィ エ ラ ・ア マ リー リ

ャの 郡 役所 の 牢 に 入 れ られ て しま った 。 と ころが,7月5日 に この 郡 役 所 を ア リア ン

サ の 成 員 が襲 撃 し拘 留 中 の仲 間 を解 放 して しま った。 州 警 察 が 出 動 し,こ の事 件 は 全

米 に テ レ ビで 報 道 され た。 同月10日 に テ ィヘ リナ は この 事 件 の 責 任 者 と して逮 捕 され,

しば ら く拘 留 され た 。

　 しか し,同 年 の テ ィヘ リナ の 活動 は華 々 し く,8月 には シカ ゴに 出か け 「新 しい 政

治 の た めの 国 民 会議 」 に 参加 し,マ ーテ ィ ン ・ル ー サ ー ・キ ング と会 い,全 国 レベル

の 公 民 権 運 動 組 織 へ の 接 近 を は か った 。 ま た 同年10月 に は ア ルバ カ ー キ ー市 で ア リァ

ンサの 年 次 総 会 が 開 かれ,グ ラ ック ・パ ワ ーの 代 表,ホ ピ ・イ ンデ ィア ンの 代 表,コ

ロ ラ ド州 の コ ー キ ー ・ゴ ンサ ー レス が 参加 し,ア リア ンサ の運 動 が拡 大 した か の 感 を

与 え た。

　 翌1968年2月 に な る と,ア リア ンサ が テ ィエ ラ ・ア マ リー リャの 牢 獄 を襲 撃 した 時

に テ ィヘ リナ を 目撃 した と証 言 した 看守 ユ ー ロ ヒオ ・サ ラサ ール が何 者 か に殺 害 され,

ア リア ンサ に疑 惑 の 目 が 向 け られ た 。 この 騒 動 に もか か わ らず,こ の 頃 の ア リア ンサ

の活 動 は好 調 で,5月 末 か ら6月 初 めに か けて は ワ シ ン トンで 「貧 し き人 々の キ ャ ン

ペ ー ン」 に大 勢 が参 加 して,公 民 権 運 動 の 高 ま りを 一層 盛 り上 げ た 。

　 しか し,1969年 に な る と テ ィヘ リナは 州 政 府 が起 こ した訴 訟 に応 じざ る をえ な くな

り,指 導 者 を失 った ア リア ン サ の運 動 は下 火 に な って い った 。

　 以 上 が ア リア ンサ の 活動 の 大 筋 で あ るが,何 故 人 々は土 地 を 争点 に選 ん だの だ ろ う

か。

　 既 に の べ た よ うに,1950年 代 末 か ら テ ィ エ ラ ・ア マ リー リャの住 民 は共 有 地 を め ぐ

って 問題 を 抱 え て い た。 そ もそ も,テ ィ エ ラ ・ア マ リー リャは ア ビ キ ウ ーの 分村 で あ

った。1832年 に ア ビキ ウーの 若 干 の 家 族 が マ ヌ エル ・マ ル テ ィネ ス を代 表者 と して,
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当時 サ ン タ ・フ ェ に あ った メ キ シ コ政 府 代 表 部 に土 地 授 与 を 申請 して 認 可 され た 土 地

で あ った 。 共 同 の 申請 で あ り,共 有 地 もあ った が,マ ル テ ィネス 自身 は ま るで 個 人 所

有 地 の よ うに扱 お う と した節 が 文書 の 記 録 か ら読 め る,と され て い る。 そ こで,ア メ

リカ統 治 が始 ま る と,1856年 に は,マ ル テ ィネ スの 息 子 は サ ンタ ・フ ェの 土 地 登 記 所

に テ ィエ ラ ・ア マ リー リャの個 人 所 有 権 を 申請 した と こ ろ,詳 しい 調 査 もな く認 可 さ

れ て しま った[WEsTPHALL　 1983:127-131]。 そ の 内,土 地 買 占 めで 悪 名 の 高 い

T.B.カ トロ ンの投 資 の 対 象 とな り,広 大 な テ ィ エ ラ ・ア マ リー リャ授 与 地 が 文 書 上

は売 却 され て しま った。 と ころ が マル テ ィネス 家 と共 に 土 地 を 授 与 され た 開拓 者 の 子

孫 は 各人 の家 と農 地 に加 え て共 有 地 の 所 有 権 を 持 って い た の で,19世 紀 末 か ら訴 訟 を

起 こ して い た[WEsTPHALL　 1983:224-229]。 とは い え,時 代 の 流 れ に は勝 て ず,

人 々 は徐 々に個 人所 有 地 と共 有 地 を 手 放 し,北 部 の チ ャ ーマ付 近 に放 牧 可 能 な共 有 地

が僅 か に残 って いた 。 これ が サ ン ・ホ ア キ ン ・デ ル ・リオ ・デ ・チ ャー マ授 与 地 で あ

る。 と ころ が,1951年 に な る と,ニ ュ ーメ キ シ コ州 南部 の リンカ ン郡 に住 む テ キサ ス

州 出身 の ビル ・マ ンデ イが この 土 地 を 購 入 し柵 で 囲 い始 め た[GARDNER　 l970:48-

49]。 最 後 の放 牧 地 を失 った テ ィエ ラ ・ア マ リー リ ャの 住 民 は 窮 地 に追 い こ まれ た。

この 状 況 を打 開 し,イ スパ ー ノの 不 満 を 社 会 的 に 表 現 して くれ る指 導 者 と して テ ィヘ

リナ が選 ばれ,土 地 返 還 を ス ロ ーガ ン と した の で あ った。

　 果 た して 土 地 返 還 は テ ィヘ リナ と ア リア ンサ の人 々 に と つて有 効 な争 点 に な りえ た

だ ろ うか。 歴 史 家 ウ ェス トフ ォ ール の よ うに,ス ペ イ ンや メ キ シコ政 府 が 住 民 に授 与

した 土 地 に つ い て の 合 衆 国 の 法 律 上 の処 理 に は幾 多 の不 正 と違 反 が あ って 法 律 的 に厳

密 に 調 査 す れ ば 土 地 返 還 を 申 し立 て られ る 人 もい る は ず だ[WEsTPHALL　 l983:

193-216,237-268],と 考 え る人 も い る が,現 実 には 訴 訟 に 費 用 が か か りす ぎ る。 そ

して,ニ ュ ー メ キ シ コ州 の 古 文 書 に 詳 しい歴 史 家 マ イ ラ ・ジェ ンキ ンズが 指 摘 した と

い わ れ る よ うに,土 地 紛 争 の 多 くは1854年 か ら1890年 まで の 間 には 合 衆 国測 量 長 官 の

役 所 で 処 理 され,さ らに1891年 か ら1904年 に か け て は共 有 地 へ の 権 利 を 判 定 す る法 廷

が つ くられ,諸 問 題 が 法 的 に は 決 済 され て しま った の で[STEINER　 1970:50],こ

の 過 去 を 掘 り起 こす の は 至 難 の業 で あ る。

　 上 の よ うな 現 実 が あ るに もか か わ らず,人 々 は抵 抗 を 志 し,テ ィヘ リナ を リーダ ー

に 選 ん だ が,彼 は い った い ど ん な 背景 を も った人 間 で あ り,果 た して 人 々の期 待 に応

え られ る指 導 力 を 持 って い た だ ろ うか。

　 テ ィヘ リナは1927年 の大 恐慌 時 代 に テ キ サス 州 で メ キ シ コ系 の 移 動 労 働者 の 子 と し

て 生 ま れ た 。 家 族 は テ キサ ス 州 で 綿 を つ み,コ ロ ラ ド州 で 砂 糖 大 根 を刈 る 移 動 生活
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を したの で,テ ィヘ リナは3年 間 だ け 学 校教 育 を うけ た。 しか し,13歳 の 時,聖 書 に

接 し,読 み書 きを 独 学 で 身 に つ け,19歳 で エ ヴ ァ ン ジェ リス トの 聖 書 学 校 に 通 い,そ

の 後,ペ ンテ コス テ派 の 「神 の集 いの 教 会 派 」 の 説 教 師 に な り,家 族 共 々南 西部 の 町

々を 歩 き説 教 を した。 この 頃 の語 り口 は ア リア ンサの リーダ ーに な って か らの 彼 の演

説 の 口調 とな った。1976年 の 夏,私 が ア ル バ カ ー キ ー市 で会 った 時 も,聖 書 か らの 引

用 の 多 い弁 説 が長 々 と続 き,運 動 の 主 旨 と方 法 を 直 藏 に の べ る 表 現 は ほ とん ど な か っ

た 。

　 テ ィヘ リナ を 土 地 問 題 に 目覚 め させ た の は ア リゾ ナ州 で の 経 験 で あ る。 彼 の 自伝

『土 地 を め ぐる私 の 闘 い』[TIJERINA　 1978]に よ る と,1956年 に テ ィヘ リナ と 仲

間 の7家 族 は ア リゾ ナの 砂 漠 に160エ ー カ ーの土 地 を共 同で 購 入 し,「 平 和 の谷 」 と称

し,共 同生 活 を 始 め た。 テ ィヘ リナ ム 同 に と って は最 初 に手 に 入 れ た土 地 で あ り,定

着 の場 にす るは ず で あ った 。 綿 花 つ み に 精 を 出 し,皆 の収 入 を集 め て家 屋 を整 備 しつ

つ あ った 。 と こ ろが 「平 和 の 谷 」 に 学 校 を つ くった と ころ,何 者 か に放 火 され て しま

った 。 さ らに,テ ィヘ リナ が 囲 ま った 不 法 入 国 の メ キ シ コ人 の 問題 が こ じれ,近 隣 の

ア ング ロ系 住 民 か らの 圧 力 が高 ま った。 結 局,テ ィヘ リナー 同 は ア リゾ ナを 離 れ ざ る

をえ なか った 。

　 上 の よ うな29歳 の 時 の 経験 が 同 じ く土 地 問題 で悩 む テ ィエ ラ ・アマ リー リャの 人 々

へ の 共 感 とな って 現 わ れ た 。 自伝 に よ る と[TIJERINA　 l978:33],テ ィエ ラ ・ア マ

リー リャの村 は1945年 以 降3回 も テ ィヘ リナ を招 待 して い る。 そ して,1956年 に テ ィ

ヘ リナ ー 同 が 同 地 に住 み つ き,同 村 の土 地 授 与 に つ いて 議 論 を 重 ね,現 状 を 把握 した

上 で既 に のべ た よ うな抵 抗 運 動 を展 開 した の で あ った 。

　 テ ィヘ リナ 自身 は指 導 者 と して 打 ち 出 した 争 点 に 具体 的 な解 決 を もた らす策 を持 っ

て い た だ ろ うか。 グ ア ダル ー ペ ・イダ ル ゴ条 約 の 文 書 を 実 際 に見 た り,メ キ シ コ国 内

の 援 助 を得 るた め に7回 もメ キ シコ 入 り したが[TIJERINA　 l　978:43-65,87,96,

102,105],古 文 書 館 で 新 しい資 料 を 掘 り当て た わ けで もな く,メ キ シ コ政 府 や要 人

の支 持 を得 た わ けで も な い。 彼 の 旅行 の経 費 は テ ィエ ラ ・ア マ リー リ ャの 支 持 者 達 が

捻 出 し,不 足 分 は テ ィヘ リナが テ キサ ス の農 園で 働 いて 得 た資 金 で ま か な わ れ て い る。

そ して,1966年 に は スペ イ ンの セ ビ ー リア に あ る イ ンデ ィアス 古 文 書 館 に まで 足 を の

ば したが[TIJERINA　 l978:120-123],古 文 書 を読 む 訓 練 の な い人 が 接 近 で き る対

象 で は な い の で,彼 が 確 実 な 資料 を得 た と は思 わ れ な い。 さ らに,指 導 者 と して も支

持 者 か ら全 幅 の信 頼 を得 て いた わ けで は ない 。 ア リア ンサ の 運 動 に 好 意 的 な研 究 者 ス

ワデ ッシ ュで さ え,テ ィヘ リナが テ キサ ス 生 まれ で あ る上 に プ ロテ ス タ ン トで あ った
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こ とが ニ ュ ーメ キ シ コの ス ペ イ ン系 の 人 々に 不 信 感 を 与 え,テ ィヘ リナ に充 分 な運 動

資 金 を渡 さ な か った,と 指 摘 して い る[swADEsH　 1982:2631。

　 この よ うに 争点 の研 究 が 不 充 分 で,指 導 者 に 対 して も不 満 が あ りな が ら,ど の よ う

な人 々が テ ィヘ リナ と ア リア ンサ の 運 動 に 参 加 した の で あ ろ うか。

　 運 動 の 中核 を成 した の は テ ィエ ラ ・ア マ リー リ ャの 住 民 と テ ィヘ リナ兄 弟 や ア リゾ

ナで 共 同生 活 を送 って い た 人 々で あ った 。 これ らの人 々 を 中核 に して 参 加 した 人 の 数

は1万 人 程 だ った と いわ れ て い るが,人 数 は 確 か で は な い。 ニ ュ・一一メ キ シ コ州 で 政 治

運 動 が 問題 に な る時 は必 ず ペ ニテ ンテ(十 字架 上 の キ リス トを まつ る宗 教 結 社)の 参

加 が噂 され るが,ア リア ンサの 運 動 へ の ペ ニ テ ンテ の動 員 は な か った よ うで あ る。 テ

ィヘ リナが 最 初 に テ ィエ ラ ・アマ リー リャの 人 々 と接 触 した時,ペ ニ テ ンテの 協 力 が

あ った と彼 は の べ て い るが[TIJERINA　 1978:58],以 降 の ア リア ンサ の 活動 に ペ ニ

テ ンテ が組 織 的 に介 入 した 様 子 は な い 。1960年 代 に は ペ ニ テ ンテ の 数 も減 り,集 会 所

で あ る モ ラ ーダ の売 却 例 が 多 くな り,ペ ニ テ ンテ が 政 治 力 に な る だ け の結 束 は な か

った ので あ る[HoLMEs　 l982:245-246]。 そ れ で も,ア リア ンサ の 活 動 に 多 く

の 入 々が興 味 を示 し,デ モ に も大 勢 が 参 加 した の は 同 州 にお い て 人 々の 土 地 が 暴

力 的 な 力 の論 理 で 収 奪 され て い った こ とへ の怒 りを持 った人 が 多 か った か らで あ ろ

う。

　 テ ィエ ラ ・ア マ リー リャ事 件 が一 段 落 つ い て か らテ ィヘ リナ は釈 放 さ れ た が,1978

年 頃 ま で は 政 治運 動 を禁 止 され た。1976年 に 私 が ア ル バ カ ーキ ー市 の彼 の 自宅 で 会 っ

た 頃 は テ ィヘ リナ は 自伝 を 執 筆 中で あ り,『 土 地を め ぐる私 の 闘 争』 と題 され,1978年

に メ キ シ コの 大手 出 版社 か ら出版 され た。 その 後,北 部 の コ ヨ ーテ村 に移 住 し,再 び

サ ン ・ホ ァ キ ン ・デル ・リオ ・デ ・チ ャーマ 授 与 地 関 係 者 と活 動 を共 に して い た 。 こ

の 時点 で は テ ィヘ リナは カ ト リック に改 宗 し,土 地 の 生 活 に溶 け こ も う と して い た 。

しか し,そ の政 治力 は弱 体 化 し,1979年 の9月 に カ ン ヒー ロ ン近 くで反 核 運 動 が起 こ

り,そ れ に参 加 しよ う と した 折 に リオ ・ア リーバ 区 の統 一 民 族 党 か ら拒 否 され て い る

[The　New　 Mexican.　 July　 20,31,1979;Newsweek・sept・24,1979]。

　 しか しな が ら,一 方 で は サ ン・ホ ア キ ン問 題 は 好 転 して い た。1979年3月 に 同授 与 地

に関 す る文書 が 発 見 され,現 在 の 国有 林 の一 部 が 元 々は 同授 与 地 に 属 した共 有林 で あ

った こ とが 明 らか に な り,ニ ュ ーメ キ シ コ州 選 出 の下 院 議 員 で スペ イ ン系 の マ ヌ ェル ・

ル ーハ ン が法 務 局 に審 議 を始 あ る よ うに要 請 した か らで あ った[The　 New　 Mexican.

Sept.13,1979]。 そ の後,こ の 問 題 が どの よ うな 展 開 を とげ た か に つ いて,残 念 な が

ら私 は 資 料 を 持 って い な い。
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　 上 にみ た4人 の リーダ ーに よ る運 動 に加 え て,各 州 で 広 ま った もの に 青年 層 の 政 治

・文 化 面 で の覚 醒 運 動 が あ った。 イ ー ス ト ・ロ サ ン ジ ェル ス で 始 ま った 「ブ ラ ウ ン ・

ベ レ ッッ(茶 色 の 帽 子)」 が典 型 的で あ るが,同 時 に どの州 で も 数 々の 青年 組織 が 出

現 し,教 育 上 の 差 別 な ど身 近 な 問 題 に 取 り組 み,ま た文 化 的 なル ー ツを 求 めて 出 版 活

動 や小 劇 場 の 開 催 に 努 力 した 。 移 民 の 第三 世 代 に 当 た る 青年 達 は 同化 に励 ん だ二 世 と

は異 な り,自 らの 発 見 に 努 力 した 。全 国 的 な この 動 き を 受 けて,1969年 には 「ア ス ト

ラ ンの チ カ ーノ 学生 運 動 」(MECHA)が 結 成 さ れ,チ カ ー ノが アス テ カ文化 の揺 藍

の地 か ら由 来 し元 々は 南 西 部 の土 着 民 で あ った,と 言 明 した 。 こ う して,ア ン グ ロ系

ア メ リカ社 会 に 同 化 せ ず,自 らの ル ー ツ に誇 りを持 って 生 きよ うとす る姿 勢 が 高 学

歴 の青 年 層 か ら 出て きた わ けで,メ キ シ コ系 の 人 々に 大 きな影 響 を 与 え た[CORTEs

l980:718;GoNzALEz　 l969:186-195]。

　 保 守 的 な カ トリ ック教 会 に もチ カ ー ノ運 動 の 影 響 は広 が った。 チ カ ー ノは 全 国の カ

ト リック人 口の27パ ー セ ン ト(1977年)を 占 め,南 西 部 の カ トリ ック人 口の3分 の2

に 当た るの で,1977年 に は メ キ シ コ系 の 司 教 が増 や され,チ カ ー ノ問 題 へ の 教 会 の 配

慮 が み られ る よ うに な った 。 チ カ ーノ 運 動 を支 援 す る神 父 も出 て くる よ うに な り,南

西 部 の カ トリ ック教 会 は 活 性 化 され つ つ あ った[CoRTEs　 l980:718]。

　 しか し,1970年 以 降 で は チ カ ー ノ運 動 の 急速 な 躍 進 は期 待 で きな い。1975年 に ヴ ェ

トナ ム戦 争 が 終 わ り,世 論 は 保 守 化 し,60年 代 の 市 民 運 動 の高 ま りは 昔 日の姿 と な っ

た 。 と ころが,そ の 頃 に問 題 に され た 現 実 は今 で も残 って い る。 教 育 水準 の 低 さ,言

語 の ハ ンデ ィキ ャ ップ,参 政 率 の 低 さ,不 法 入 国 者 な ど,次 々 と問 題 が 挙 げ られ る。

しか し,草 の 根 レベル の 人 々の 努 力 で 徐 々に 改善 が試 み られ,民 族 文 化 の 復 興 も企 て

られ る よ うに な った 。 この 状 況 に つ い て は 私 は ニ ュー メ キ シ コ州 の ア ルバ カ ー キ ー市

とタ オ スの 町 で 調 査 し既 に 報 告 書 等 を 出 した の で[黒 田　 1978,1982,1984,1985],

こ こで 繰 り返 さ な い。

3.ヒ スパ ニ ッ ク連 合 の 動 向

　前 章 の記 述 か ら明 らか な よ うに,チ カ ーノ の 間 に さ え 団結 が 困難 な現 実 が あ るに も

か か わ らず,70年 代 か ら,ス ペ イ ン語 を 話 す 人 々を ま と め て一 つ に す る 「ヒス パ ニ ッ

ク連 合」 が少 しず つ進 め られ て い る。 そ れ は,チ カ ー ノに と って は一 歩 前 進 の 事 実 な

の で,ま ず ヒスパ ニ ック と は何 か を の べ,そ の 政 治 活 動 の動 向 を さ ぐ って み よ う。

　 そ もそ も 「ヒスパ ニ ック」(hispanic)と は ス ペ イ ン語 系 の 人 々 とい う こ とで あ り,
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メ キ シ コ系(ス ペ イ ン系 を 含 む),プ エル トル コ系,キ ュ ーバ 系,中 央 ア メ リカの 人 々,

南 米 か らの人 々,ス ペ イ ン人 を 包 含 し,総 計 で1460万 人(全 米 人 口の6.4パ ーセ ン ト)

に な る[VIGIL　 1987:2-3](年 代 は 明記 さ れ て い な い)。 この ヒスパ ニ ックの 人 々の

間 に ま とま りが あ るか とい う とそ うで は な く,1970-80年 代 に な って 初 めて 必 要 にか

られ て 時折,政 治上 の 効 果 の た め に 連 繋 して い るの が現 実 で あ る。 とい うの は,ヒ ス

パ ニ ック を構 成 して い る各 民族 集 団 の移 民 経 験 が異 な り,な か な か簡 単 に一 致 団結 で

き な い ので あ る。

　 ヒスパ ニ ック人 口の 半 数以 上 を 占 め る メ キ シ コ系(ス ペ イ ン系 を 含 む)の こ とに つ

い て は既 に の べた ので 繰 り返 さな い。 これ に次 いで多 数 を 占 め るの は プ エル トリコ系

で あ る。 プ エ ル ト リコは米 西 戦 争 後,1898年 に 米 国 領 と な り,以 降50年 に 渡 って 植

民 地 と な った が,1912年 に プ エル ト リコ人 は合 衆 国 の市 民 権 を 与 え られ,1952年 に は

合 衆 国の 連 邦 と な った 。 この 間,合 衆 国 の資 本 に よ り島の 資 本 主 義 化 が 進 み,自 力 の

な い植 民 地 型 福 祉 社 会 に な って しま った。 一 部 の イ ンテ リが 独 立 運 動 を起 こそ う とす

る が,一 般 人 は独 立 を 喜 ばず,島 で 生 活 が成 り立 た な い場 合 や,よ り良 い生 活 を 求 め

る場 合 に は合 衆 国 に 出稼 ぎに 出て,市 民 権 を持 って い る特 権 を行 使 して,多 くの 人 々

が その ま ま居 残 って しま う。1980年 に お け る プ エル トリコ系 の 人 口は200万 以 上 で,ヒ

ス パ ニ ック総 人 口の13.8パ ーセ ン トに 当 た る。 この 内,86万552人 は ニ ュ ー ヨ ー ク市

に 住 み,特 に イ ース ト ・ハ ー レム と ロー ア ー ・イ ー ス ト ・サ イ ドに 固 ま って い る。 生

活 は ニ ュ ー ヨ ー ク市 の経 済 状況 に左 右 さ れ,未 熟 練,半 熟 練 労 働 者 の 多 い プ エ ル ト リ

コ系 は 収 入 が 低 く,住 宅 に恵 まれ ず,失 業 して 生 活 保 護 を 受 ける 率 が 高 い。 しか し,

80年 代 に な る と専 門職 の 人 も来 る よ うに な り,進 取 の 気 風 の あ る人 は ニ ュ ー ヨー ク を

離 れ る よ うに な り,ハ ー トフ ォ ー ド,シ カ ゴ,ヌ ワ ー ク,ボ ス トン,フ ィ ラデル フ ィ

ア,ク リーヴ ラ ン ド,ロ サ ン ジ ェル スに プ エル ト リコ系 の コ ミュニ テ ィが現 われ た。

な お,プ エ ル ト リコ系 は 数 々 の 大 学 を 持 ち,ASPIRA(プ エル トリ コ 系首 席 役 員

協会)な ど 多 くの 相 互 扶 助 組 織 を 持 ち,政 治 的 に は民 主 党 支 持 で あ る　[GANN　 and

DuIGNAN　 l986:69-93,194--195]。

　 キ ュ ーバ移 民 は バ テ ィス タ政 権 時 代 には1万5千 人 程 に す ぎ な か った が,1961年 に

カ ス トロ政権 が マ ル クス ・レー ニ ン主 義 を表 明 して 以 降,避 難 民 と して大 挙 して 入 っ

て きた。CIAの 援 助 を 得 て ビ ッグズ湾 に 侵 攻 す る計 画 が キ ュ ーバ 人 の 間 で進 め られ

た が,ケ ネ デ ィ大 統 領 の 支 持 を 最 終 的 に は 得 られ ず,計 画 は 頓座 し,こ れ以 降 は避 難

民 は移 民 と化 した。1980年 に は キ ュ ーバ 移 民 は80万3226人 で,キ ュ ー バ本 国 の全 人 口

の10パ ーセ ン トに 当た り,ほ とん どが マ イ ア ミ市 と フ ロ リダ 半 島 の諸 都 市 に住 ん で い
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るが,ウ ェズ ト・ニ ュ ー ヨ ー ク,ジ ャー ジー ・シテ ィ,ヌ ワー ク,ブ リッ ジポ ー ト(コ

ネ テ ィカ ッ ト),ロ サ ン ジ ェル ス,シ カ ゴに も拡 大 して い る。 労 働者 層 に加 え て,専 門

職 の 中 産 階級 の移 民 が 多 く,カ ス トロ政 権 で さえ 人 材 の 流 出 に苦 慮 して い る といわ れ

る。 キ ュ ーバ 移 民 の 多 くは ケ ネデ ィの い わ ゆ る 「裏 切 り」 の 後 は民 主党 離 れ を示 し,

共 和 党 支 持 者 が多 くな って い る[DIDIoN　 l987;GANN　 and　 DuiGNAN　 l986:94-

lll]。

　 カ リブ海 で は プ エル トリコ と キ ュ ーバ 人 に 次 い で ド ミニ カ共 和 国 か らの 移 民 が 多 い。

1960年 代 以 降 の 移 民 が ほ とん どで,1980年 代 の 初 頭 で 総 計30-50万 人 が合 衆 国 に入 っ

た と推 定 され る。 主 と して ニ ュ ー ヨ ー クに 住 み,特 に マ ンハ ッタ ンの北 半 分 と ク イ ー

ンズ の コロ ナ ・ジ ャ ック ソ ン ・ハ イ ツ地 域 に 固 ま り,プ エ ル ト リコ人 と住 み 分 け を示

して い る。 ま た,ニ ュ ー ヨー ク市 周 辺 の 産 業 都 市 に も拡 大 して い るが,マ イ ア ミに も

多 い。 ドミニ カ本 国の 人 口の10パ ー セ ン トが 合 衆 国 に 住 ん で い る と さ れ,生 活 状 況 は

プ エル ト リコ人 と似 て い る[GANN　 and　 DulGNAN　 l986:114-118]。

　 中央 ア メ リカで は エル ・サル バ ドル,パ ナ マ,グ ア テ マ ラ,ホ ンデ ュ ラス か ら移 民

が み られ る。 本 国 の政 情 不 安 や 人 権 侵 犯 が 移 民 を つ くって しま う要 因 で あ る。 ちな み

に,1983年 まで に エル ・サ ル バ ドル 移 民 は50万 に達 し,本 国 の人 口 の10パ ー セ ン トに

当 た る。 この 内 の20-30万 が ロサ ン ジ ェル ス に住 み,エ ル ・レス カ ー テ(南 カ リフ ォ

ル ニ ァ全 キ リス ト教 会 会 議)の 援 助 を 得 て,定 着 の 道 を 模 索 して い る[GANN　 and

DuIGNAN　 l986:118-119]。

　 南 米 で は チ リ,ア ル ゼ ン チ ン,ウ ル グア イ,コ ロ ン ビァ な ど か らの移 民 が多 い。 概

して,教 育 に恵 ま れ,専 門 職 に つ け る人 が 多 い。 特 に ニ ュ ー ヨー ク市 に住 む コロ ン ビ

ァ人 は生 活 程 度 が 高 く適 応 に 成 功 して い る とい わ れ る[GANN　 and　 DuIGNAN　 l986:

118-125]。

　 上 記 の概 括 か ら明 らか な よ うに,ヒ スパ ニ ックの 内 訳 は 種 々様 々 な ので,一 丸 と な

って 政 治活 動 を進 め る状 況 で は な い 。 そ れ で も,市 町村,郡,州 レベル で は民 族 票 を

集 め る こ と は可 能で あ り,チ カ ー ノの 多 い南 西 部 諸 州 で は 成功 して い る し,キ ュ ーバ

人 の 多 い マ イ ァ ミで キ ュ ーバ 系 プ エル トリコ人 市 長 が 出 た り,プ エ ル ト リコ系 の多 い

ニ ュー ヨー ク市 で 同民 族 集 団 が 市 政 に大 きな 影 響 を 与 え た り して い る。 ま た プ エル ト

リコ人 研 究 者 パ デ ィ ー リャの 報 告 に よ る と[PADILLA　 1985:84-Il8],1970年 代 の

初 め に は イ リノ イ州 の シカ ゴ市 で プ エル トリコ と メ キ シ コ系 住 民 が 「就 労 の た めの 共

闘 連 合 」 を組 織 し,イ リノ イ ・ベル 電 話 会 社 と ジ ョウ ェル ・テ ィー と い う食 品 会 社 を

相 手 ど つて 雇 用 の平 等 を 訴 え,ス ペ イ ン語 を 話 す 労 働 者 を両 会社 に 就労 させ る こ と に
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表1　 ヒスパ ニ ックの政治参加　1985年

数 パ ー セ ン ト

連邦レベル

上 院 議 員

下 院 議 員

州 レベ ル

知 事

行 政 官

立 法 府 議 員

地方レベル

郡 役 人

市 町 村 役 人

警 察・裁 判 官

教 育 委 員 会

0

11

1

4

115

292

1,041

527

1,212

0

2.5

2.0

9.15

32.6

16.5

37.9

(Maurilio　 E.　VigiL　 HiSpanics　 in　American　 Politics.　 University

Press　 of　America,1987,　 P.88よ り)

成 功 した 例 も あ る。

　 連 邦 レベ ル に な る とス ペ イ ン系 の 人 々の 多 い ニ ュ ー メ キ シ コ州 を 除 い て は ヒスパ ニ

ックの 代 表 を 出 す こ とは 困難 で あ った(表1)。 と こ ろが,1970年 代 か ら80年 代 の初 頭

に か けて ヒスパ ニ ックの 票 の力 が 目立 ち始 め,セ ンサス で も ヒス パ ニ ック票 とい う言

葉 が使 わ れ 始 めた 。1982年 に は40の 下 院議 員 選 挙 区 が20パ ー セ ン ト以 上 の ヒス パ ニ ッ

ク人 口を 持 つ よ うに な り(ニ ュー ジ ャー ジー1,ア リゾ ナ1,ニ ュ ー ヨー ク3,イ リ

ノ イ2,フ ロ リダ4,カ リフ ォル ニ ア17,ニ ュ ー メ キ シコ3,テ キサ ス9),7つ の選

挙 区で は ヒスパ ニ ックが 絶 対 多数 を 占 め て い る(ニ ュ ー ヨー ク1,フ ロ リダ1,テ キ

サス5)[GANN　 and　 DulGNAN　 l986:224]。 前 者 の選 挙 区 で は ヒス パ ニ ックは 大

勢 を左 右 で きる し,後 者 の選 挙 区 で は大 勝 で きる はず で あ る。 と こ ろが,こ の 予想 ど

お りに事 が 運 ば な いの は ヒスパ ニ ッ ク連 合 が弱 い こ と や ヒス パ ニ ックの 投 票 率 の 低 い

こ と に加 え て,候 補者 の 成熟 度 が充 分 で な いた め に一 般 の ア メ リカ 人 の 票 を得 られ な

い と い う現 実 が あ りそ うで あ る。

　 連 邦 議 会 の 議 員 と並 ん で連 邦 レベル で ヒスパ ニ ックの た めに 活 動 で きる の は 大 統 領

指 命 の 特 別 職 で あ る。 ヒスパ ニ ッ クを最 初 に と り挙 げ たの は ニ ク ソ ン大 統 領 で あ るが,

最 も積 極 的 に ヒスパ ニ ックを採 用 し政 策 面 で 効 果 を 納 めた の は カ ータ ー政権 で あ った。

ヒスパ ニ ック関 係 部 門 に つ い て の大 統 領 付 き特 別 顧 問 に は エス テ ーバ ン ・ トー レス が

指 名 され,同 氏 は 後 程 カ リフ ォル ニ ア選 出 の下 院 議 員 と な り,こ の 人 が1986年 の 中 曽

根 康 弘 元 首 相 の 黒 人 や ヒ スパ ニ ックへ の差 別 発 言 に抗 議 した ヒスパ ニ ック議 員 連 盟 の
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リーダ ー なの で あ る。 レ ーガ ン政権 下 で も ヒスパ ニ ックが 何 人 か 特 別 職 に つ い た が,

票 集 めの た め の 政 治 色 が 強 い,と 評 さ れ て い る[朝 日新 聞 　 1986:9月24日,27日,

10月4日 　 VIGIL　 I987:71-75]。

　 数 の 割 に は 政 治 的 に 成功 しに くい現 実 を前 に して,ヒ スパ ニ ック 内部 の 民族 差 を越

え て 協 力 しあ お う とす る 動 きが 出 て きた。 第 一 に,1977年 に は ヒス パ ニ ッ ク議 員 連 盟

(CHC)が 組 織 され た 。 創設 者 は ニ ュ ー ヨー ク選 出の プ エル トリコ系 下 院 議 員 の ヘ ル

マ ン ・パ デ ィ ー リ ョで,全 米 の ヒス パ ニ ック集 団 の 統一 と団 結 を 目的 と した　[VIGIL

l987:65]。1983年 に は140人 の成 員 を 持 ち,シ ンプ ソ ン ・マ ッ ォ リ法 案(移 民 の 抑 制

法 案)を 廃業 に も ち こむ の に努 力 し,以 降 も ラテ ンア メ リカ諸 国 との 友 好 の た め に 発

言 して い るが,反 対 す る こ とに主 力 が費 や さ れ積 極 的 代 案 を 提 出で きな い,と 批 判 さ

れ て い る[GANN　 and　 DulGNAN　 l986:225,230】 。 第 二 の ヒス パ ニ ッ ク組織 は ラテ

ィノ選 出 ・指 名 役 職 者 の 国 民 連合(NALEO)で1979年 に 組織 さ れ,政 治 色 の 強 い公

的 資 金 を さ け私 的 組 織 の 資金 を頼 りに して運 営 され,ヒ スパ ニ ックの 投 票 登録,ビ ジ

ネス,法 案 な どに 関 心 を 示 して い る。 第三 は,1983年 に結 成 され た 「ヒス パ ニ ック ・

フ ォ ース84年 」 と名 づ け ら れ た 組 織 で,ヒ スパ ニ ックの 投 票 を 連 邦 レベ ル の 政 治 に

反 映 す る こ とが 目的 で,ニ ュー メ キ シ コ州 の 知 事 トニ ー ・ア ナ ヤ の 指 導 の 下 に 組 織 さ

れ た が,民 主 党 の 利 益 と結 び つ きす ぎ る,と 批 判 され て い る[GANN　 and　 DulGNAN

l986:225-226]。

　 上 の 説 明 か ら明 らか な よ うに,ヒ スパ ニ ッ ク'を統 合 す る組 織 は1970年 代 後 半 か ら80

年 代 の 初 め に か けて つ くられ た と ころ で あ り,そ の政 治 的効 果 が 発 揮 され るに は これ

か ら何 年 か の 年 月 が か か りそ うで あ る。 ブ ラ ック ・パ ワ ー,レ ッ ド ・パ ワ ー,チ カ ー

ノ運 動 が 高 揚 した60年 代 と異 な り,現 在 は経 済 不 況 と保 守 主 義 が 合 衆 国 を お お って お

り,民 族 集 団 に と って は不 利 な 状況 に あ る。 ヒスパ ニ ック は ロ ー カル な レベ ル で 代 表

権 を 確 保 し,そ れ を 積 み 上 げ て い く こ とで州 や連 邦 レベル に民 族 集 団 の 利 益 を 表 現 し

て い く しか 現 実 的 な 方 法 は な い だ ろ う。 必 要 な の は経 験 で あ り,ヒ ス パ ニ ックの 将来

を 語 るに は 未 だ 時 期 が 早 す ぎ る段 階 とい え よ う。

あ と が き

　チカーノの研究書は年々出版され,新 しい事実が伝えられている。従って,こ の概

説は10年 も経たない内に加筆と修正が必要になって くるだろう。いずれにせよ,チ カ

ーノの来た道を要約 した本稿を起点とし,合 衆国における今後のチカーノ研究の進展
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に 目 を注 ぎ なが ら,そ の 流 れ を これ か ら も追 って い きた い と思 って い る。

この 「あ と が き」 を 書 き終 え た か と思 う間 もな くブ ッ シ ュ新 政権 が誕 生 し,2名 の

ヒスパ ニ ック が要 職 に指 名 され た。 マ ヌ エル ・ル ーハ ン(ニ ュ ーメ キ シ コ州 出身 の イ

スパ ーノ)が 内務 長 官 に選 ば れ,ラ ウ ロ ・カバ ソス(ヒ スパ ニ ッ ク)が 教 育 長 官 に留

任 す る こと に な った ので あ る[朝 日薪 聞1989:1月14日]。 この よ うに,チ カ ー ノ

や ヒスパ ニ ックを と りま く状 況 は 刻 々 と変 化 しつ つ あ る。
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